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今日,わが国では,少子・超高齢社会を迎えています.一方,世界ではグローバル化が進展

し,人工知能を中心にした第 4次産業革命が進行していると言われています.大学は,このよ

うな社会状況の中で果敢に生き抜く人材を育成しなければなりません. 

私が学長に就任しました 2013 年 4 月は,2007 年の独立行政法人化後 6 年を経て第 2 期中

期計画がスタートした年です.その推進に当たり,時代の要請に応える人材を育成する目的

で,「体系的な教養教育の導入」,「グローバル教育の推進」,「戦略的な地域貢献の取組」

という３つの基本方針を策定し,その実現に向けて大学の組織改革を行い,大学教育開発セ

ンター,国際交流センターならびに地域連携推進センターを設置してきました. 

また,昨年 9月には文部科学省の補助金事業である「地（知）の拠点大学による地方創生

推進事業(COC+)」に,本学が代表校となって岡山県下の大学,自治体,企業等と連携し,「地域

で学び地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業」を申請し,厳しい審査を受け

採択されました.本事業は教育改革,域学連携,産学連携の３つの取り組みで構成されてい

ます.学生を地域社会に送り出し,本学教員,地域住民,自治体,企業や NPOと協働（域学連携,

産学連携）して地域課題に取り組み,その解決を図る過程を通して学生が社会人になるため

の基本的素養を身につける新しい人材育成システム（地域連携教育）です.今後,本学は教養

教育及び専門教育とともにフィールドで学ぶ地域連携教育を展開し,深い教養,高い専門性

と豊かな人間性を身につけた人材育成を行って参ります. 

 本学の教育研究活動は毎年発行される教育年報にまとめられますが,教育年報 2015は,大

学の機構改革を反映して,3 部構成になりました.第 1 部は昨年度の構成をほぼ踏襲し,学部

及び大学院の教育研究活動と成果をまとめたものです.第 2部は教育研究開発機構の 3セン

ター（大学教育開発センター,国際交流センターならびに学術研究推進センター）の活動を

まとめたもので,国際交流センター,学術研究推進センターが新たに加えられました.さら

に平成 28年度入学生から実施される COC+事業による「岡山創生学」の準備状況についても

同項の「大学教育開発センターの活動と成果」に記載されています.第 3部には 1部から移

動した附属図書館の活動及び成果をまとめています. 

 本学の教職員一同は,教育年報 2015に示されます本学の教育改革をご理解いただき,本学

が目標とする深い教養を身につけ,国際的な視野をもち,地域で活躍しうる人材の育成に向

けた取組に引き続きご支援・ご協力を御願い申し上げます. 

 

2016年 3月 
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第３部 附属図書館の活動と成果                                         

 

概要 

 

本学図書館は大学設置基準第 38条に示す大学附属図書館として,学部の種類,規模等に応

じ,専門書,学術雑誌,視聴覚資料等の教育研究上必要な専門的資料を系統的に備えるべく努

力をしてきた.また,グローバル化の中で学生に必要とされる広い視野と教養を涵養すべく,

一般教養図書,語学学習推進図書についても各学部教員,また共通教育部教員の視点で選書

し,充実を図っている.さらに学術情報の電子化や検索システムの整備を行い,学生,教員,地

域に向けたサービスの維持・向上を目指し,積極的な取組を進めている. 

  

1-1 図書館活用の推進 

 

1-1-1 図書館の利用状況 

 

平成 27年 4月から平成 28年 3月の期間における図書館の利用状況を以下に示す. 

蔵書冊数は約 20万冊でその内訳として,和書が約 8割,洋書が約 2割を占め,その他視聴覚

資料が約 2.4％となっている.入館者数は約 10 万人で貸出冊数は約 2 万冊となり,平成 25

年からほぼ同様の推移となっている.施設等の利用状況として,館内 PC,研究閲覧室および

グループ閲覧室の貸し出し件数は平成 25年から増加傾向にある.研究閲覧室およびグルー

プ閲覧室は,学生の主体的,能動的な学修を支援する場として設けられているスペースで,

近年多くの大学や図書館で設けられているラーニングコモンズに準じたものである.グル

ープ学習等による自発的な学修の意識が定着してきているのかもしれない.当館のエント

ランス部分に設けたラーニングコモンズの稼働率については未測定であるが,常時学生が

グループでの学習を進めている様子が見受けられた. 

平成 27年度図書館利用状況について 

（１）蔵書冊数        (H27.3.31現在) 

分  類 和 書 洋 書 視 聴 覚 合 計 

０ 総 記 12,866 3,133 166 16,165 

１ 哲 学 7,941 1,232 184 9,357 

２ 歴 史 6,263 562 462 7,287 

３ 社 会 科 学 37,229 5,253 851 43,333 

４ 自 然 科 学 44,873 13,345 1,419 59,637 

５ 工 学 ・ 工 業 17,284 5,103 347 22,734 

６ 産 業 2,613 425 49 3,087 

７ 芸術・スポーツ 19,163 4,327 1,410 24,900 

８ 語 学 4,350 3,277 30 7,657 

９ 文 学 11,409 964 67 12,440 

合計 163,991 37,621 4,985 206,597 

構成比 79.4% 18.2% 2.4% 100% 
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（２）入館者数等 

項 目 開館日数 

入館者数（人） 貸出冊数（冊） 貸出人数（人） 学外

者利

用

（人） 

 
１日 
平均 

 
１日 
平均 

 
１日 
平均 

２７年度 269 88,196 328 19,022 71 8,637 32 1,929 

２６年度 269  100,654  374  20,445  76  9,239  34  1,724  

 

（３）資料受入状況 

項 目 
和  書 洋  書 計 

27年度 26年度 27年度 26年度 27年度 26年度 

図 書 1,900 2,363 238 261 2,138 2,624 

雑 誌 130 133 24 45 154 178 

視聴覚資料 65 80 12 2 77 82 

 

（４）相互協力 

項    目 
件  数 

２７年度 ２６年度 

文 献 複 写 
複写提供件数 467 556 

複写取寄件数 1,269 1,185 

相 互 協 力 
借 受 冊 数 62 35 

貸 出 冊 数 149 263 

 

（５）施設等の利用 

項    目 
件  数 

２７年度 ２６年度 

館内パソコン利用者数 3,539 2,755 

ノートパソコン（館内貸出） 7 47 

研究閲覧室 1,276 1,553 

グループ閲覧室 146 210 

 

1-1-2 図書館ギャラリーの利用状況 

 

図書館では,学生・教職員・院生の貸出冊数の増加,また特集本コーナーや,図書館のギャ

ラリーの貸出しにより,図書館の利用率向上を目指している.図書館ギャラリーは,学生や教

員に館内の壁面等の空間を有効活用してもらうことにより図書館利用の増加を図ったもの
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で,平成 27年度はデザイン学部の学生や教員により多く利用された.図書館利用者に安らぎ

を与えるような展示を意図した.本年度の図書館ギャラリーの利用状況を以下に示す. 

 申 込 者 作  品 
展示期

間 
作品紹介 

1 文芸部 邂逅(kaikou） 
4/6 ～

5/9 
文芸部の作成した冊子を無料配布. 

2 
デザイン学部 

授業担当教員 

グラフィックデザイ

ン演習課題ポスター 

（2年生） 

6/5 ～

7/30 

岡山県の特産品をテーマとするシルクス

クリーン印刷によるポスター（グループ

ワーク） 

3 デザイン学部学生 静寂の中のざわめき 
6/8 ～

6/15 

雨をテーマにした作品で人が通るとゆれ

て音が鳴る作品 

4 デザイン学部学生 紫陽花のランプ 
6/16 ～

6/23 

梅雨の時期なので雨を感じる作品を制作

しました 

5 

①デザイン学部 

担当教員 

①光と影の抽象の構

成 11/5 ～

11/30 

①カメラを用いず,印画紙に直接物体を

置いて露光し抽象的なシルエット写真を

つくる 

②デザイン学部 

担当教員 

②美味しいテキスタ

イル 

②「美味しい」をテーマに自由に発想を

広げて構成し友禅の技法で布に染色する 

6 
Okayama 

Bookworms 

ビブリオバトルで紹

介した本の展示 
11/7 

今までに行ったビブリオバトル. 

その時に紹介した本を展示しています. 

7 デザイン学部学生 ただよう 
12/1 ～

1/15 

雲は触って確かめることはできません

が,見た目から感じられる質感のイメー

ジは多くの人に共通しています.風に流

されて徐々に変化する雲を集合体が生み

出す独特の質感で表現しました. 

8 デザイン学部学生 お弁当アイドル 
12/14 ～

12/18 

お弁当アイドルとは,お弁当のお惣菜（し

ゃけや卵焼きなど）をモチーフにして結

成された,架空のアイドルグループです.

今回はその中から「しゃけ」と「ブロッ

コリー」をイメージした衣装を製作しま

した. 

9 デザイン学部学生 贅肉 
12/14 ～

12/18 

食べることは,生きていく上で欠かせな

いものだと思います.食べれることは幸

せです.美味しいと幸せな気持ちになり

ます.はるか昔の祖先から,栄養のあるも

の,カロリーのあるものは美味いと感じ
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るようにインプットされています.そう

考えると今の日本には幸せが溢れていま

す.溢れてこぼれています. 

10 デザイン学部学生 箱シリーズ 
12/14 ～

12/18 

「どうしても捨てられない物」これには

流行や時代が変わってもその人の心の中

で生き続ける強い力があると思っていま

す.身近な人から集めたそれをモチーフ

に柄を作り,布にプリントしました.そし

て,思いをとどめておけるよう,箱に展開

しました. 

11 OkayamaBookworms ビブリオバトル開催 12/16 月１回開催しているビブリオバトル行う 

12 
デザイン学部 

担当教員 
句集の装丁 

1/7 ～

2/23 

・代表作品１句（自作） 

・句集の装丁 

13 デザイン学部学生 sight touch smell 
1/14 ～

4/25 

視覚,触覚,嗅覚で鑑賞するタペストリー

を製作した.素材には全て天然素材を使

用しており,羊毛,綿,麻を,緑茶,紅茶の

葉などの天然染料で染めた.自然の力で

生まれ,生きてきた繊維の生命力や繊維

そのものの持つ独特の触り心地,様々な

表情,匂いを感じてもらいたい. 

14 
デザイン学部 

担当教員 

・カップ＆ソーサー 

・土鍋 

2/19 ～

3/24 

造形デザイン領域演習Ⅱa の授業で学生

が取り組んだ課題作品です.カップ＆ソ

ーサーはカフェでの使用を想定して美味

しいコーヒーが飲めるようなデザインを

目指し,量産できる技法で制作しました.

土鍋は,既存の形にとらわれない自由な

造形と使うことを意識して手捻りで制作

しました.今の時期にぴったり学生オリ

ジナルの食器の提案です. 

 

1-1-3 学生を対象とした図書館利用教育 

 

図書館では蔵書検索方法やデータベース活用法を具体的に示す「図書館ガイダンス」へ

の受講を学生に勧め,学生への教育・研究支援を図ってきた.本年度は共通教育講義科目「大

学で学ぶ」（対象：全学科 1年,必修）での図書館長担当授業において,図書館ガイダンス受

講を復習課題として導入した.その他の正課内および正課外でのガイダンス受講状況を以

下に示す. 
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平成 27年度 図書館ガイダンス実施結果 

○新入生ガイダンス 
  

実施日 参加人数 申込内容 学科 

4 月～6月 

44 

大学で学ぶ 

看護 

44 栄養 

61 保健福祉 

67 通信 

50 システム 

42 人間情報 

45 デザイン工学 

50 造形デザイン 

6 月 5 日 19 図書館ガイダンス 認定看護 

合計 422     

○文献の探し方       

月 参加人数 申込内容 学科 

4 月 10日 1 
文献の探し方 

（ScienceDirect） 
看護学専攻 

5 月 19日 43 
文献の探し方 

（PubMed・CiNii・医中誌） 
フレッシュマンセミナー 

10月 6日 10 
文献の探し方 

（PubMed・ScienceDirect) 
看護学科 

2 月 8 日 5 
文献の探し方 

（医中誌・CiNii） 
栄養学科（個人申込） 

合計 59     

○その他 
   

月 参加人数 申込内容 学科 

7 月 28日 12 ガイダンス 
南昌大学の学生１１名及び

引率教員１名 

10月 8日 10 ガイダンス 
総社東小学校生活科授業 

「大学の施設見学」 

10月 22日 40 ガイダンス 
倉敷工業高校ファッション

技術科 1 年生 

1 月 27日 12 OPAC検索 看護学科入学前ガイダンス 

合計 74     

 

1-1-4 選書ツアー学生参加状況及び学生希望図書の状況 

 

平成 21年度より実施している選書ツアーは,学生が学習や研究に役立つ書籍を書店で実

際に手に取って選書する企画である.本年度は 15 名の学生が参加し,教養書や専門書を選

書した.内訳を以下に示す.また学内で希望図書の申請のあった図書数を以下に示す. 
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選書ツアー2015（平成 27年 5月 30日実施） 

学部 学科 参加人数 新規購入冊数 

保健福祉学部 

看護 0 0 

栄養 2 15 

保健福祉 2 30 

大学院生 2 12 

小計 6 57 

情報工学部 

情報通信 2 25 

情報システム 1 12 

人間情報(ｽﾎﾟｰﾂｼｽﾃﾑ） 1 12 

大学院生 3 32 

小計 7 81 

デザイン学部 

デザイン工学 1 10 

造形デザイン 1 4 

大学院生 0 0 

小計 2 14 

合計 15 152 

 

学生希望図書（平成 27年度） 

学部等 大学院 保健福祉 情報工 デザイン 総計 

学科 

保健

福祉

学 

情報

系工

学 

デザ

イン

学 

看護 栄養 
保福

福祉 

情報

通信 

情報 

ｼｽﾃﾑ 

人間

(ｽﾎﾟ) 

デザ

イン

工学 

造形

デザ

イン 

 

受付数 6 6 3 0 1 2 7 0 4 14 16 59 

購入 5 5 3 0 0 2 7 0 4 13 13 52 

購入不可 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 3 7 

申込者数 4 1 1 0 1 2 2 0 1 3 6 21 

 

1-2 サイエンスダイレクト利用講習 

 

英語文献の利用推進を図るため,平成 28年 1月 29日にサイエンスダイレクト利用講習を

実施した.内容は,自分の研究テーマに必要な論文を探すコツ,集めた論文を効率よく管理す

る方法,無料文献管理ツールの使い方,文献を利用する際の著作権上の注意点等であった.参

加した大学院生から,「無料文献管理ツールを十分活用できるようになりたい」や「英語の

ライティング講習も企画してほしい」などの感想があった.参加人数は 26名であった.参加

者の内訳を以下に示す. 
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教  員 8名（看護 2,栄養 3,保健福祉 2,情報通信 1） 

大学院生 6名（保福 4,情報 2） 

学部生  12名（保福 9,情報 3） 

 

1-3 電子ジャーナルの利用 

 

教育・研究推進に必要不可欠な英語文献の電子ジャーナルが普及している.以下に本学で

利用可能な電子ジャーナルのタイトルおよびその利用状況を示す.今後は教員への英語文

献の希望調査を毎年行い,実状に合わせた英語文献の整備を計画している. 

平成 27年度 利用可能な電子ジャーナルタイトル 

（平成 28年 3月 31日現在） 

 
分 野 ダウンロード数 

ScienceDirect（908 タイトル） 健康科学・神経科学等 5,286 

InfoTrac（153タイトル） 
社会科学・自然科学・人

文科学・芸術等 
74 

タイトル名 分 野 ダウンロード数 

The American journal of clinical nutrition 食品科学・栄養学 115 

Applied physics letters 物理学一般/応用物理学 125 

The British journal of nutrition 食品科学・栄養学 17 

Childhood education 教育学 3 

ECS journal of solid state science and technology 

物性物理学/物理化学・

理論化学/電子材料・ 

デバイス 

17 

Educational administration quarterly 教育行政・学校運営 0 

IEEE journal of solid state circuits 情報科学 34 

IEEE transactions on computer-aided design of 

integrated circuis and systems 
情報科学 4 

IEEE transactions on computers 情報科学 18 

Journal of biological chemistry 生化学・分子生物学 1,322 

Journal of child and family studies 
社会心理学・精神医学/

家族・ジェンダー 
1 

Journal of the electrochemical society 

物性物理学/物理化学・

理論化学/電子材料・ 

デバイス 

16 

The Journal of nutrition 食品科学・栄養学 113 

Nature neuroscience 神経科学 11 

Nursing research 看護学 16 
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Nursing science quarterly 看護学 22 

Proceedings of national academy of sciences 科学技術一般 251 

Word & image 言語・言語学 7 

 

1-4 リポジトリ公開登録及び利用状況 

 

現在,日本の機関リポジトリ設置機関数は世界有数の規模にまで広がり,教育研究成果の

公開やオープンアクセスの義務化も検討されようとする現状にある.このような中,オープ

ンアクセスへ寄与することは研究者や大学,研究機関として必要とされる条件となりつつ

ある.本学におけるリポジトリ公開登録件数および利用状況を以下に示す.  

リポジトリ公開登録件数  1,251件（平成 28年 3月 31日現在） 

 公開登録件数 ダウンロード数 閲覧 

平成 25年度 343件 245件 1,352件 

平成 26年度 29件 11,608件 6,488件 

平成 27年度 879件 34,399件 6,286件 

 

 

1-5 まとめと課題 

 

図書館の利用率の向上を図るために,図書館ガイダンスや個別での申し込みに対して図

書館の利用方法や蔵書検索の方法の教示を行ってきた.また選書ツアーの企画と周知によ

り学生の自主的な選書と学修支援に取り組んだ.その他多様な図書館利用の取組として,ギ

ャラリー展示事業を実施した.一方,電子ジャーナルの学習・研究への活用促進を図る目的

で,講習会を開催した.またオープンアクセスへの寄与を目的としてリポジトリ公開登録を

促進した.今後の課題として,学生や留学生,また学内外の図書館利用を推進するために,図

書館ホームページの内容を充実させると共に利用しやすい工夫を行う必要がある.また洋

雑誌および電子ジャーナルを利用頻度の観点から見直すために,それらの利用に関するア

ンケート調査を実施して,ニーズに基づき最適化を図る.また学生の自発的・能動的な学修

を促すために,ラウンジ内のラーニングコモンズや,ラーニングコモンズ機能を備えた研究

閲覧室・グループ閲覧室の利用促進を図る予定である. 
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付録 1 

 
Ａ 入試統計 

A-1 学士課程 

 
一般入試 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 28 138 91 33 31 2.8 28 200 117 33 31 3.5

栄養学科 28 102 100 33 30 3.0 28 152 140 37 28 3.8

保健福祉学科社会福祉学専攻 28 130 75 34 28 2.2 28 78 41 32 30 1.3

保健福祉学科子ども学専攻 14 77 44 18 14 2.4 14 59 37 15 15 2.5

学　部　計 98 447 310 118 103 2.6 98 489 335 117 104 2.9

情報通信工学科 37 673 320 109 52 2.9 37 578 308 107 45 2.9

情報システム工学科 37 1,048 508 131 37 3.9 37 775 397 129 48 3.1

人間情報工学科 27 380 191 52 27 3.7 27 291 154 74 44 2.1

学　部　計 101 2,101 1,019 292 116 3.5 101 1,644 859 310 137 2.8

デザイン工学科 30 181 176 38 35 4.6 30 138 131 35 32 3.7

造形デザイン学科 38 104 103 41 38 2.5 38 97 92 42 38 2.2

学　部　計 68 285 279 79 73 3.5 68 235 223 77 70 2.9

267 2,833 1,608 489 292 3.3 267 2,368 1,417 504 311 2.8

○倍率＝受験者数／合格者数

推薦入試 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 12 47 47 12 12 3.9 12 41 41 12 12 3.4

栄養学科 12 34 34 13 13 2.6 12 39 39 12 12 3.3

保健福祉学科社会福祉学専攻 12 33 32 13 13 2.5 12 32 32 13 13 2.5

保健福祉学科子ども学専攻 6 23 23 6 6 3.8 6 21 21 7 7 3.0

学　部　計 42 137 136 44 44 3.1 42 133 133 44 44 3.0

情報通信工学科 13 28 28 14 14 2.0 13 29 29 13 13 2.2

情報システム工学科 13 26 26 13 13 2.0 13 19 19 13 13 1.5

人間情報工学科 13 25 25 13 13 1.9 13 18 18 14 14 1.3

学　部　計 39 79 79 40 40 2.0 39 66 66 40 40 1.7

デザイン工学科 10 19 18 10 10 1.8 10 13 13 10 10 1.3

造形デザイン学科 12 34 34 12 12 2.8 12 36 36 12 12 3.0

学　部　計 22 53 52 22 22 2.4 22 49 49 22 22 2.2

103 269 267 106 106 2.5 103 248 248 106 106 2.3

○倍率＝受験者数／合格者数

第３年次編入学試験 単位：人

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

保健福祉学部 栄養学科 16 16 1 1 13 13 1 0

デザイン学部 デザイン工学科 3 2 1 0 3 3 1 0

19 18 2 1 16 16 2 0

○募集人員は、いずれも若干名

学　部 学　　科
平成２７年度 平成２８年度

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

平成２８年度

学　部 学　　科
平成２７年度 平成２８年度

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

学　部 学　　科
平成２７年度

合　　　　　　　　　　計
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A-2 大学院課程 

 
博士前期課程・修士課程 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学専攻 7 11 11 10 10 1.1 7 15 15 11 11 1.4

栄養学専攻 6 8 8 8 7 1.0 6 8 8 8 6 1.0

保健福祉学専攻 7 6 5 5 5 1.0 7 8 8 8 7 1.0

研　究　科　計 20 25 24 23 22 1.0 20 31 31 27 24 1.1

情報系工学研究科 システム工学専攻 52 79 78 70 66 1.1 52 56 55 50 46 1.1

デザイン工学専攻 7 3 2 2 1 1.0 7 2 1 1 1 1.0

造形デザイン学専攻 9 5 5 5 5 1.0 9 6 6 6 6 1.0

研　究　科　計 16 8 7 7 6 1.0 16 8 7 7 7 1.0

88 112 109 100 94 1.1 88 95 93 84 77 1.1

○倍率＝受験者数／合格者数

博士後期課程 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 5 7 7 7 7 1.0 5 8 8 6 6 1.3

情報系工学研究科 システム工学専攻 6 3 3 3 3 1.0 6 1 1 1 1 1.0

11 10 10 10 10 1.0 11 9 9 7 7 1.3

○倍率＝受験者数／合格者数

合　　　　　　　　　　計

デザイン学研究科

合　　　　　　　　　　計

研 究 科 専　　攻
平成２７年度 平成２８年度

研 究 科 専　　攻
平成２７年度 平成２８年度

保健福祉学研究科
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Ｂ 学生アンケート（学部・大学院） 

調査項目：以下の集計表に示す 60項目 

調査時期：平成 27年 11月 

調査対象：平成 27年度在学生 1,610人（学部 1,440人・研究科 170人） 

回 収 率：87.1％ 

集計方法：学部･大学院別・項目ごとの有効回答の範囲内での単純集計 

 

〔学生生活：大学〕 
設問１．あなたの住まいについて教えてください 単位：％ 

①県内・自宅 ②県内・アパートなど ③県外・自宅 ④県外・アパートなど ⑤その他 

42.8  46.7  3.0  6.7  0.9  

設問２．あなたの通学時間について教えてください 

①１５分未満 ②１５～３０分未満 ③３０～６０分未満 ④１時間～２時間未満 ⑤２時間以上 

29.0  28.6  20.6  20.0  1.8  

設問３．主たる通学手段を教えてください 

①徒歩または自転車 ②原付又は自動２輪車 ③自家用車 
④ＪＲ吉備線（岡山方面

から） 

⑤ＪＲ吉備線（総社方面か

ら） 

34.1  9.4  24.7  21.9  9.9  

設問４．あなたは１週間のうち、大体何日大学に通っていますか 

①５日以上 ②４日 ③３日 ④２日 ⑤１日以下 

64.0  18.9  10.4  4.2  2.5  

設問５．生活費を主に何によって支えていますか 

①仕送りや家庭の補助 
②仕送りや家庭の補助 

及びアルバイト 

③仕送りや家庭の補助 

及び奨学金 

④アルバイト及び

奨学金 
⑤アルバイト 

28.1  33.6  10.2  15.3  12.8  

設問６．授業料減免制度、(独)日本学生支援機構の奨学金について知っていますか 

①両方とも知っている 
②授業料減免のみ知って

いる 

③奨学金のみ知って

いる 
④両方とも知らない 

54.6  4.6  23.0  17.8  

設問７．入学後のアルバイトについて教えてください 

①本部棟掲示板で探

した 

②友人等の紹介で始

めた 
③情報誌等で探した ④その他 

⑤アルバイトの経験が無

い 

4.2  28.4  41.5  18.7  7.2  

設問８．部・サークルへの加入について教えてください（複数加入の場合、主たる団体を選択） 

①部［体育系］ ②部［文化系］ ③サークル［体育系］ ④サークル［文化系］ ⑤入っていない 

39.3  23.7  7.6  7.8  21.6  

設問９．現在、どのような悩みがありますか（最もそう思うものを１つ選択） 

①現在の学業 ②進路や就職 
③健康や対人関係 

（含む家庭） 

④家庭における経済的

事情 
⑤ない 

24.9  43.7  12.4  5.1  13.9  

設問１０．悩みは、誰に相談しますか（最もそう思うものを１つ選択） 

①家族・親戚 ②学内の友人・先輩 
③学生相談室（ほっと 

ルーム）・教職員 

④学外の人 

（ＳＮＳ関係も含む） 
⑤誰もいない 

29.1  46.5  2.4  11.3  10.7  

設問１１．学生相談室（ほっとルーム）・保健室の場所を知っていますか 

①両方とも知っている 
②学生相談室（ほっと 

ルーム）のみ知っている 

③保健室のみ知って

いる 

④両方とも知ら

ない 
  

61.4  4.2  23.1  11.3    

設問１２．学生相談室（ほっとルーム）・保健室を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％ 

未満 

④満足度 0～20％

未満 
⑤利用したことがない 

8.2  8.5  4.4  1.7  77.2  

設問１３．ｵﾌｨｽｱﾜｰ制度やｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％ 

未満 

④満足度 0～20％ 

未満 

⑤利用したことがない、 

もしくは知らない 

4.3  9.5  7.0  2.7  76.5  

設問１４．休講等授業や学内情報に関する情報提供に対する満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤わからない 

5.8  28.1  32.4  24.0  9.7  
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設問１５．課外に図書館を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤利用したことがない 

25.6  47.2  16.4  4.2  6.5  

設問１６．課外に語学ｾﾝﾀｰ（語学推進室）や国際交流ｾﾝﾀｰ（英語村等）を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤利用したことがない 

7.7  22.8  17.6  6.5  45.4  

設問１７．課外に情報教育ｾﾝﾀｰ（PC ルーム）を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

13.4  34.8  20.8  7.5  23.5  

設問１８．課外に運動施設を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤利用したことがない 

14.7  29.9  14.6  5.3  35.6  

設問１９．学内施設で安全面等から配慮の必要を感じることがあれば教えてください（最もそう思うものを１つ選択） 

①通路・スロープの状

態や位置・傾斜県内・自

宅 

②トイレの位置や形

態・数県内・アパートな

ど 

③キャンパス内の障

害物や照明等県外・

自宅 

④建物・教室内の障害

物や物品の状態 
⑤特に感じていない 

12.8  15.1  18.3  10.6  43.2  

設問２０．食堂（１F)及び喫茶（２F)を利用頻度を教えてください 

①ほぼ毎日 ②週に３～４回位 ③週に１～２回位 ④月に２～３回位 ⑤利用したことがない 

27.7  16.9  18.5  29.9  7.0  

設問２１．食堂（１F)及び喫茶（２F)を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

11.0  37.6  27.8  18.1  5.6  

設問２２．売店の利用頻度を教えてください 

①ほぼ毎日 ②週に３～４回位 ③週に１～２回位 ④月に２～３回位 ⑤利用したことがない 

21.0  26.0  33.1  17.8  2.0  

設問２３．卒業後の進路の第１希望は何ですか（最もそう思うものを１つ選択） 

①進学（大学院・編入

学） 

②公務員・教員（幼稚園 

教諭を含む） 

③医療・福祉関係（看護・

介護関係） 
④民間企業 

⑤自営（起業を含

む） 

17.6  22.9  18.6  38.8  2.1  

設問２４．進路に向けた準備・活動をいつ頃から始めようと考えていますか（あるいはいつ頃から始めましたか） 

①大学３年生より前 
②大学３年生の前期～

夏休み 
③大学３年生の後期 ④大学４年生以降 

⑤まだ何も考えていな

い 

15.8  26.4  29.7  15.8  12.4  

設問２５．希望する就職地域はどこですか（最もそう思うものを１つ選択） 

①岡山県内 ②中国・四国地方 
③関東あるいは関西

等の大都市圏 

④その他（海外を含

む） 
⑤未定 

34.5  12.8  26.9  7.8  18.0  

設問２６．就職情報をどのように得ていますか（最もそう思うものを１つ選択 

①担当教員 
②就職資料室・大学求人情報検索ｼｽ

ﾃﾑ「求人ﾅﾋﾞ」・学内ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ 
③学部内掲示板 

④就職情報誌・ 

情報 Web ｻｲﾄ 

⑤その他（友人の口コ

ミ等） 

10.3  14.9  13.4  40.9  20.5  

設問２７．進路について、主に誰に相談していますか（あるいは誰に相談したいですか） 

①家族・親戚 
②学内の友人・ 

在学中の先輩 
③ＯＢ・ＯＧ 

④学内ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ、教員県外・ア

パートなど 

⑤その他（学外の知

人等） 

41.3  28.4  5.9  13.2  11.2  

設問２８．本学の就職支援体制に対する満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤わからない 

4.3  16.5  15.3  12.0  51.9  

設問２９．大学への要望や期待について、最も強く思うものはなんですか 

① 授業方法、ｶﾘｷｭﾗﾑ 

の工夫・改革 

②実験室・実習室等施設設

備の充実 

② 就職支援の 

充実 

④ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ・相談体制

の充実 
⑤その他 

36.4  21.7  27.3  3.8  10.9  

設問３０．全体として本学での大学生活に満足していますか 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％ 

未満 
④満足度 0～20％未満 ⑤わからない 

15.3  51.5  21.9  7.9  3.4  
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〔学修について：大学〕 
設問１．所属学部等のディプロマポリシー（学位授与の方針）を知っていますか？ 単位：％ 

①知っている（自

ら） 

②知っている（教員からの

指示等で） 

③聞いてはいるが内容まで

は知らない 

④聞いたことがな

い 
＊ 

7.8  8.7  25.7  48.0  9.7  

設問２．所属学部等のカリキュラムポリシー（教育編成の方針）を知っていますか？ 

①知っている（自

ら） 

②知っている（教員からの

指示等で） 

③聞いてはいるが内容まで

は知らない 

④聞いたことがな

い 
＊ 

9.3  11.0  34.7  37.7  7.3  

設問３．入学時の履修案内は４月の履修登録時に見ますか？ 

①見る（毎学年・ほぼ全て

の項目） 

②見る（毎学年・開講計画

等一部） 
③見る（たまに） 

④見ない（持っては

いる） 
⑤見ない（なくした） 

43.8  28.7  18.8  6.7  2.0  

設問４．履修登録のガイダンスは参考になりますか？（４月の履修登録オリエンテーション等） 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

25.8  43.5  15.5  6.0  9.2  

設問５．課程における科目の位置づけの理解度は？（履修モデル等） 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

13.9  46.5  22.5  5.6  11.4  

設問６．選択科目の登録は何を参考にしますか？（最も参考にするもの） 

①卒業要件単位 ②時間割 
③授業内容（シラバス

など） 
④教員の指導助言 

⑤その他（友人・先輩の助

言等） 

45.3  19.2  23.8  2.1  9.6  

設問７．登録にあたってのＷｅｂシステムの満足度は？（登録手順・方法や使い勝手について） 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

20.4  47.0  20.3  8.9  3.3  

設問８．シラバスの活用頻度は？ 

①ぼぼ全ての履修科目

をほぼ毎回 

②ほぼ全ての履修科目を

登録時のみ 

③指示された科目のみ指

示された回に 

④任意に、たま

に見る 

⑤ほとんど見な

い 

6.6  30.1  15.2  30.2  17.9  

設問９．シラバスでよく見る項目は？（最も参照するものを１つ選択） 

①概要 
②授業科目の到達目

標 
③授業スケジュール ④評価 ⑤自主学習ガイド 

26.2  9.6  25.0  37.5  1.6  

設問１０．履修におけるシラバスの満足度は？（役立っているかどうかについて） 

①よく役に立っている 
②まあまあ役に立って

いる 
③普通 ④役に立っていない ⑤わからない 

7.9  37.9  34.6  10.3  9.3  

設問１１．共通教育（全学教育）の満足度は？ 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

8.9  47.1  28.7  11.4  3.9  

設問１２．共通教育（全学教育）で関心を持つ科目群は？（比較して最もそう思うものを 1 つ選択） 

①教養（自然科学

系） 

②教養（人文・社会

科学系） 

③健康科学系（含むス

ポーツ） 
④語学・国際系 

⑤社会連携系（地域・キャリ

ア関係） 

20.9  28.2  23.6  16.0  11.2  

設問１３．共通教育（全学教育）で強化して欲しい科目群は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①教養（自然科学

系） 

②教養（人文・社会

科学系） 

③健康科学系（含むス

ポーツ） 
④語学・国際系 

⑤社会連携系（地域・キャリ

ア関係） 

16.7  22.5  18.9  25.1  16.7  

設問１４．共通教育（全学教育）で強化して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①授業内容の充実 ②授業方法の改善 
③自習ガイダンスの

充実 

④履修上の相談等の

充実 

⑤施設・設備の利便

性 

44.1  31.1  6.6  6.6  11.7  

設問１５．専門教育（学部教育）の満足度は？ 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

25.1  52.4  15.0  5.4  2.1  
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設問１６．専門教育（学部教育）で強化して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①授業内容の充実 ②授業方法の改善 
③自習ガイダンスの

充実 

④履修上の相談等の

充実 

⑤施設・設備の利便

性 

36.2  33.8  9.1  6.8  14.2  

設問１７．全般的に授業内容で充実して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①基礎的な内容の

充実 

②基礎・応用の連携的な内

容の充実 

③実験・実習的な内容

の充実 

④キャリア形成的な内

容の充実 
⑤今のままで良い 

34.4  25.2  16.1  12.0  12.3  

設問１８．全般的に授業方法で改善して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①講義方法や理解支

援上の工夫 

②資料提示のメディア

や扱い方 

③グループ学習な

どの工夫 

④適切な自習内容・方

法の指示 

⑤教員のコミュニケーシ

ョン方法 

48.0  16.5  11.7  13.2  10.5  

設問１９．１週間あたり、あなたの自習時間の合計は？（全授業期間で平均してのおよその時間数） 

①30～40 時間 ②20～30 時間未満 ③10～20 時間未満 ④5～10 時間未満 ⑤0～5 時間未満 

6.6  12.3  24.5  26.0  30.5  

設問２０．あなたの主な自習場所は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①図書館（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝ

ｽﾞ含む） 

②語学センターや PC

室など 

③学部棟の講義室や実験・

実習室 

④その他の学内施

設 
⑤学外（自宅等） 

22.7  6.6  18.3  7.6  44.8  

設問２１．自習環境で改善して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①施設自体の拡充（新たな施

設など） 

②施設利用可能時間帯

の工夫 

③設備・機器の充

実 

④チューターなど人

的支援 
⑤今のままで良い 

20.6  34.1  20.9  3.1  21.3  

設問２２．全般的に履修相談で改善して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①質問への回答内容 
②質問への回答方法の

工夫 
③質問時間の確保 

④質問時のコミュニケー

ション 
⑤今のままで良い 

13.0  11.4  19.3  8.7  47.5  

設問２３．全般的に成績評価で感じることは？（単位認定等で最もそう思うものを 1 つ選択） 

①基準に照らして大体

納得している 

②結果を教員に質問し

納得している 

③質問しても納得いかな

いことがある 

④単位が取れさえ

すればよい 

⑤ほとんど気にし

ていない 

33.7  5.9  11.9  28.2  20.2  

設問２４．全般的にもっと評価して欲しい点は？（単位認定等で最もそう思うものを 1 つ選択） 

①試験・課題等の結果

の評価 

②授業での取組プロセス

の評価 

③授業での自身の成

長評価 
④出欠等の評価 ⑤今のままで良い 

16.0  18.5  14.4  23.1  28.0  

設問２５．留学意欲の有無及び地域について教えてください。（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①ある（アジア地域） ②ある（欧米地域） ③ある（オセアニア） 
④ある（中南米その

他） 
⑤ない 

4.5  27.8  9.1  2.5  56.0  

設問２６．留学するとすれば、期間・内容は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①1 年あるいはそれ以

上（語学留学） 

②1 年あるいはそれ以

上（専門留学） 

③短期留学（語学研

修） 

④短期留学（専門スタ

ディツアー） 
⑤わからない 

11.2  9.5  27.7  16.9  34.8  

設問２７．ボランティア活動について教えてください。（学内外を問わない） 

①団体に所属していて

活動している 

②団体所属だが活

動していない 

③任意にプログラムを選

び参加している 

④活動したことはないが

情報が欲しい 

⑤活動するつも

りはない 

7.9  5.4  20.9  30.8  35.0  

設問２８．インターンシップ等地域や企業等での活動について教えてください 

①授業・実習で参加経験

あり（公的団体） 

②授業・実習で参加経験あ

り（民間企業） 

③就活関係等で授業外

参加経験あり 

④経験はないが

参加したい 

⑤参加したくな

い 

8.8  9.7  11.3  54.2  16.0  

設問２９．入学以来、正課・課外の学習全般を通じての自身の成長評価（成長度）は？ 

①大きく成長している ②少しは成長している ③変化なし 
④入学時より劣ってい

る 
⑤わからない 

10.8  56.6  12.1  10.5  10.0  

設問３０．学習全般で今後成長させていきたい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①専門教育を通じた

キャリア形成 

②教養等を身に付けて

の人間力形成 

③地域学習等での社会人

基礎力の形成 

④グローバルコミュニ

ケーション力 
⑤わからない 

30.9  29.0  14.4  18.2  7.5  

 
＊は選択項目なし 
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〔学生生活：大学院〕 
設問１．あなたの住まいについて教えてください 単位：％ 

①県内・自宅 ②県内・アパートなど ③県外・自宅 ④県外・アパートなど ⑤その他 

44.1  48.2  2.4  5.3  0.0  

設問２．あなたの通学時間について教えてください 

①１５分未満 ②１５～３０分未満 ③３０～６０分未満 ④１時間～２時間未満 ⑤２時間以上 

31.2  24.1  24.1  20.0  0.6  

設問３．主たる通学手段を教えてください 

①徒歩または自転車 
②原付又は自動２輪

車 
③自家用車 

④ＪＲ吉備線（岡山方面

から） 

⑤ＪＲ吉備線（総社方面か

ら） 

26.5  11.2  47.6  11.8  2.9  

設問４．あなたは１週間のうち、大体何日大学に通っていますか 

①５日以上 ②４日 ③３日 ④２日 ⑤１日以下 

58.2  16.5  7.1  9.4  8.8  

設問５．生活費を主に何によって支えていますか 

①仕送りや家庭の補助 
②仕送りや家庭の補

助及びアルバイト 

③仕送りや家庭の補

助及び奨学金 

④アルバイト及び奨学

金 
⑤アルバイト 

30.6  31.2  16.5  11.8  10.0  

設問６．授業料減免制度、(独)日本学生支援機構の奨学金について知っていますか 

①両方とも知っている 
②授業料減免のみ知って

いる 

③奨学金のみ知って

いる 
④両方とも知らない ＊ 

77.1  1.8  11.8  8.2  1.2  

設問７．入学後のアルバイトについて教えてください 

①本部棟掲示板で探

した 

②友人等の紹介で始

めた 
③情報誌等で探した ④その他 

⑤アルバイトの経験が無

い 

4.7  20.0  22.9  39.4  12.9  

設問８．部・サークルへの加入について教えてください（複数加入の場合、主たる団体を選択） 

①部［体育系］ ②部［文化系］ ③サークル［体育系］ ④サークル［文化系］ ⑤入っていない 

17.6  10.6  4.7  4.7  62.4  

設問９．現在、どのような悩みがありますか（最もそう思うものを１つ選択） 

①現在の学業 ②進路や就職 
③健康や対人関係 

（含む家庭） 

④家庭における経済的

事情 
⑤ない 

31.8  37.1  7.6  5.9  17.6  

設問１０．悩みは、誰に相談しますか（最もそう思うものを１つ選択） 

①家族・親戚 ②学内の友人・先輩 
③学生相談室（ほっと

ルーム）・教職員 

④学外の人 

（ＳＮＳ関係も含む） 
⑤誰もいない 

27.6  35.9  5.3  14.7  16.5  

設問１１．学生相談室（ほっとルーム）・保健室の場所を知っていますか 

①両方とも知っている 
②学生相談室（ほっと 

ルーム）のみ知っている 

③保健室のみ知っ

ている 
④両方とも知らない ＊ 

64.1  1.8  15.3  11.8  7.1  

設問１２．学生相談室（ほっとルーム）・保健室を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

7.6  10.0  2.9  0.6  78.8  

設問１３．ｵﾌｨｽｱﾜｰ制度やｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％未

満 

④満足度 0～20％未

満 

⑤利用したことがな

い、 

もしくは知らない 

4.7  4.1  2.4  1.2  87.6  

設問１４．休講等授業や学内情報に関する情報提供に対する満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

11.2  21.2  23.5  17.1  27.1  

設問１５．課外に図書館を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

27.6  41.8  12.4  2.9  15.3  

設問１６．課外に語学ｾﾝﾀｰ（語学推進室）や国際交流ｾﾝﾀｰ（英語村等）を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

6.5  11.2  6.5  5.3  70.6  
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設問１７．課外に情報教育ｾﾝﾀｰ（PC ルーム）を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

8.8  18.2  10.0  5.3  57.6  

設問１８．課外に運動施設を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

16.5  22.9  8.2  4.7  47.6  

設問１９．学内施設で安全面等から配慮の必要を感じることがあれば教えてください（最もそう思うものを１つ選択） 

①通路・スロープの状

態や位置・傾斜県内・

自宅 

②トイレの位置や形

態・数県内・アパートな

ど 

③キャンパス内の障

害物や照明等県外・

自宅 

④建物・教室内の障

害物や物品の状態 
⑤特に感じていない 

10.6  15.3  18.2  11.8  44.1  

設問２０．食堂（１F)及び喫茶（２F)を利用頻度を教えてください 

①ほぼ毎日 ②週に３～４回位 ③週に１～２回位 ④月に２～３回位 ⑤利用したことがない 

12.4  15.9  13.5  37.6  20.6  

設問２１．食堂（１F)及び喫茶（２F)を利用しての満足度 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤利用したことがない 

9.4  21.2  27.1  24.7  17.6  

設問２２．売店の利用頻度を教えてください 

①ほぼ毎日 ②週に３～４回位 ③週に１～２回位 ④月に２～３回位 ⑤利用したことがない 

20.0  20.0  27.1  22.9  10.0  

設問２３．卒業後の進路の第１希望は何ですか（最もそう思うものを１つ選択） 

①進学（大学院・編

入学） 

②公務員・教員（幼

稚園 

教諭を含む） 

③医療・福祉関係（看護・介護

関係） 
④民間企業 

⑤自営（起業を含

む） 

2.9  24.1  10.0  60.0  2.9  

設問２４．進路に向けた準備・活動をいつ頃から始めようと考えていますか（あるいはいつ頃から始めましたか） 

①大学３年生より前 
②大学３年生の前期

～夏休み 
③大学３年生の後期 ④大学４年生以降 

⑤まだ何も考えていな

い 

12.4  10.0  42.9  20.6  8.2  

設問２５．希望する就職地域はどこですか（最もそう思うものを１つ選択） 

①岡山県内 ②中国・四国地方 
③関東あるいは関西

等の大都市圏 

④その他（海外を含

む） 
⑤未定 

35.3  13.5  26.5  11.2  13.5  

設問２６．就職情報をどのように得ていますか（最もそう思うものを１つ選択 

①担当教員 

②就職資料室・大学求人

情報検索ｼｽﾃﾑ「求人ﾅ

ﾋﾞ」・学内ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ 

③学部内掲示板 
④就職情報誌・ 

情報 Web ｻｲﾄ 

⑤その他（友人の口

コミ等） 

13.5  14.7  7.1  51.2  13.5  

設問２７．進路について、主に誰に相談していますか（あるいは誰に相談したいですか） 

①家族・親戚 
②学内の友人・ 

在学中の先輩 
③ＯＢ・ＯＧ 

④学内ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ、教員県外・ア

パートなど 

⑤その他（学外の知

人等） 

27.1  27.1  8.2  17.1  20.6  

設問２８．本学の就職支援体制に対する満足度 

①満足度 80％以上 
③ 満足度 50～80％ 

④ 未満 

③満足度 20～50％

未満 

⑤ 満足度 0～20％ 

⑥ 未満 
⑤わからない 

4.1  17.6  21.8  17.1  39.4  

設問２９．大学への要望や期待について、最も強く思うものはなんですか 

①授業方法、ｶﾘｷｭﾗ

ﾑの 

工夫・改革 

②実験室・実習室等施設設備

の充実 

③就職支援の充

実 

④ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ・相談体制

の充実 
⑤その他 

22.9  31.8  24.7  1.8  18.8  

設問３０．全体として本学での大学生活に満足していますか 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤わからない 

19.4  49.4  20.0  6.5  4.7  

 
＊は選択項目なし 
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〔学修について：大学院〕 
設問１．所属研究科のディプロマポリシー（学位授与の方針）を知っていますか？ 単位：％ 

①知っている（自

ら） 

②知っている（教員からの

指示等で） 

③聞いてはいるが内容まで

は知らない 

④聞いたことがな

い 
＊ 

18.8  15.9  27.6  29.4  8.2  

設問２．所属研究科等のカリキュラムポリシー（教育編成の方針）を知っていますか？ 

①知っている（自

ら） 

②知っている（教員からの

指示等で） 

③聞いてはいるが内容まで

は知らない 

④聞いたことがな

い 
＊ 

21.2  11.2  32.4  28.8  6.5  

設問３．入学時の履修案内は４月の履修登録時に見ますか？ 

①見る（毎学年・ほぼ全て

の項目） 

②見る（毎学年・開講計画

等一部） 
③見る（たまに） 

④見ない（持っては

いる） 
⑤見ない（なくした） 

38.8  33.5  18.8  8.2  0.6  

設問４．履修登録のガイダンスは参考になりますか？（４月の履修登録オリエンテーション等） 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

20.6  38.2  12.4  8.8  20.0  

設問５．課程における科目の位置づけの理解度は？（履修モデル等） 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤わからない 

16.5  44.1  14.1  6.5  18.8  

設問６．選択科目の登録は何を参考にしますか？（最も参考にするもの） 

①卒業要件単位 ②時間割 
③授業内容（シラバス

など） 
④教員の指導助言 

⑤その他（友人・先輩の助

言等） 

28.2  18.8  30.6  10.0  12.4  

設問７．登録にあたってのＷｅｂシステムの満足度は？（登録手順・方法や使い勝手について） 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％ 

未満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％ 

未満 
⑤わからない 

32.4  38.8  14.1  10.0  4.7  

設問８．シラバスの活用頻度は？ 

①ぼぼ全ての履修科目

をほぼ毎回 

②ほぼ全ての履修科目を

登録時のみ 

③指示された科目のみ指

示された回に 

④任意に、たま

に見る 

⑤ほとんど見な

い 

4.7  35.3  8.8  28.2  22.9  

設問９．シラバスでよく見る項目は？（最も参照するものを１つ選択） 

①概要 
②授業科目の到達目

標 
③授業スケジュール ④評価 ⑤自主学習ガイド 

40.6  10.0  32.9  16.5  0.0  

設問１０．履修におけるシラバスの満足度は？（役立っているかどうかについて） 

①よく役に立っている 
②まあまあ役に立って

いる 
③普通 ④役に立っていない ⑤わからない 

9.4  35.3  32.4  10.6  12.4  

設問１１．研究科授業科目履修の満足度は？ 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

28.8  45.9  12.9  5.3  7.1  

設問１２．研究科授業科目で強化して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①授業内容・方法の充実・

改善 

②自習ガイダンスの

充実 

③履修上の相談等の

充実 

④施設・設備の利便

性 
⑤今のままで良い 

31.8  10.6  7.6  12.4  37.6  

設問１３．全般的に授業内容で充実して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①基礎的な内容の

充実 

②基礎・応用の連携的な内

容の充実 

③実験・実習的な内

容の充実 

④キャリア形成的な内

容の充実 
⑤今のままで良い 

18.8  21.2  15.3  10.0  34.7  

設問１４．全般的に授業方法で改善して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①講義方法や理解支

援上の工夫 

②資料提示のメディ

アや扱い方 

③グループ学習・自習など

の工夫の支持 

④教員とのコミュニケ

ーション方法 

⑤今のままで良

い 

22.9  10.6  7.6  12.4  46.5  

設問１５．指導教員による研究指導の満足度は？ 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

57.6  30.0  7.1  3.5  1.8  
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設問１６．研究指導で強化して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①論文指導・相談体

制の充実 

②実験制作指導・相談

体制の充実 

③研究発表等学外活動

支援の充実 

④専門分野外との横断的

研究の充実 

⑤今のままで良

い 

16.5  19.4  10.0  6.5  47.6  

設問１７．研究上の悩みは？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①研究テーマ・計画

に関すること 

②論文・実験・制作等

に関すること 

③研究時間・資金等の確

保に関すること 

④教員・友人等とのコミ

ュニケーション 
⑤とくにない 

27.6  40.0  10.0  6.5  15.9  

設問１８．研究科教育全般の満足度は？ 

①満足度 80％以上 
②満足度 50～80％未

満 

③満足度 20～50％

未満 

④満足度 0～20％未

満 
⑤わからない 

37.6  44.7  10.6  2.4  4.7  

設問１９．１週間あたり、あなたの自習時間の合計は？（全授業期間で平均してのおよその時間数） 

①30～40 時間 ②20～30 時間未満 ③10～20 時間未満 ④5～10 時間未満 ⑤0～5 時間未満 

9.4  25.9  28.8  17.6  18.2  

設問２０．あなたの主な自習場所は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①図書館（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝ

ｽﾞ含む） 

②語学センターや PC

室など 

③学部棟の講義室や実験・

実習室 

④その他の学内施

設 
⑤学外（自宅等） 

5.3  1.8  30.0  24.1  38.8  

設問２１．自習環境で改善して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①施設自体の拡充（新たな施

設など） 

②施設利用可能時間帯

の工夫 

③設備・機器の充

実 

④チューターなど人

的支援 
⑤今のままで良い 

14.1  17.6  21.8  5.3  41.2  

設問２２．全般的に履修相談で改善して欲しい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①質問への回答内容 
②質問への回答方法の

工夫 
③質問時間の確保 

④質問時のコミュニケー

ション 
⑤今のままで良い 

5.9  4.7  6.5  6.5  76.5  

設問２３．全般的に成績評価で感じることは？（単位認定等で最もそう思うものを 1 つ選択） 

①基準に照らして大体

納得している 

②結果を教員に質問し

納得している 

③質問しても納得いかな

いことがある 

④単位が取れさえ

すればよい 

⑤ほとんど気にし

ていない 

34.7  4.1  8.2  20.0  32.9  

設問２４．全般的にもっと評価して欲しい点は？（単位認定等で最もそう思うものを 1 つ選択） 

①試験・課題等の結果

の評価 

②授業での取組プロセス

の評価 

③授業での自身の成

長評価 
④出欠等の評価 ⑤今のままで良い 

8.8  21.2  7.6  6.5  55.9  

設問２５．留学意欲の有無及び地域について教えてください。（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①ある（アジア地域） ②ある（欧米地域） ③ある（オセアニア） 
④ある（中南米その

他） 
⑤ない 

2.9  25.3  4.7  1.8  65.3  

設問２６．留学するとすれば、期間・内容は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①1 年あるいはそれ以

上（語学留学） 

②1 年あるいはそれ以

上（専門留学） 

③短期留学（語学研

修） 

④短期留学（専門スタ

ディツアー） 
⑤わからない 

7.1  24.7  18.8  11.2  38.2  

設問２７．ボランティア活動について教えてください。（学内外を問わない） 

①団体に所属していて

活動している 

②団体所属だが活

動していない 

③任意にプログラムを選

び参加している 

④活動したことはないが

情報が欲しい 

⑤活動するつも

りはない 

5.9  3.5  11.8  28.2  50.6  

設問２８．インターンシップ等地域や企業等での活動について教えてください 

①授業・実習で参加経験

あり（公的団体） 

②授業・実習で参加経験あ

り（民間企業） 

③就活関係等で授業外

参加経験あり 

④経験はないが

参加したい 

⑤参加したくな

い 

6.5  12.9  15.9  38.2  26.5  

設問２９．入学以来、正課・課外の学習全般を通じての自身の成長評価（成長度）は？ 

①大きく成長している ②少しは成長している ③変化なし 
④入学時より劣ってい

る 
⑤わからない 

15.9  62.9  7.6  5.3  8.2  

設問３０．学習全般で今後成長させていきたい点は？（最もそう思うものを 1 つ選択） 

①専門教育を通じた

キャリア形成 

②教養等を身に付けて

の人間力形成 

③地域学習等での社会人

基礎力の形成 

④グローバルコミュニ

ケーション力 
⑤わからない 

35.3  26.5  10.6  20.0  7.6  

 
＊は選択項目なし 
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Ｃ 卒業時アンケートの詳細 

 

調査項目：以下の集計表に示す 21 項目 

調査時期：平成 27 年 3 月 24 日 

調査対象：平成 26 年度卒業生（393 人） 

回 収 率：96.7％（保健福祉学部 140 人，情報工学部 151 人，デザイン学部 89 人） 

集計方法：学部別・項目ごとの有効回答の範囲内での単純集計 

 

問 1．あなたの入学年は， 

① 平成 25 年，② 平成 24 年，③ 平成 23 年，④ 平成 22 年，⑤ 平成 21 年以前 

（単位：人） 

学   部 回答① 回答② 回答③ 回答④ 回答⑤  未回答 

保健福祉学部 1 1 129 5 0 4 

情報工学部 1 2 126 14 3 5 

デザイン学部 2 2 77 5 1 2 

全   体 4 5 332 24 4 11 

 

問 2．本学に合格した入学試験の種別は， 

① 前･中･後期日程入試，② 推薦入試，③ 編入学，④ 再入学，⑤ 私費外国人留学生･帰国子女特別選抜･社会

人特別選抜 

（単位：人） 

学   部 回答①  回答② 回答③ 回答④ 回答⑤ 未回答  

保健福祉学部 96 40 2 0 1 1 

情報工学部 115 35 0 1 0 0 

デザイン学部 63 19 5 1 1 0 

全   体 274 94 7 2 2 1 

 

問 3．卒業後の進路は， 

① 就職（専攻と関連する職業），② 就職（専攻と関連しない職業），③ 進学（大学院･編入），④ 進学（再入

学･専攻の変更），⑤ 未定･その他 

（単位：人） 

学   部 回答① 回答② 回答③ 回答④ 回答⑤ 未回答 

保健福祉学部 112 8 13 4 3 0 

情報工学部 41 33 62 10 4 1 

デザイン学部 51 11 8 2 16 1 

全   体 204 52 83 16 23 2 

 

問 4～21 については，次ページに一覧を示す（回答は 100 点換算で表示している）． 
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Ｄ 卒業生アンケート 

 

調査項目：以下の集計表に示す項目 

調査時期：平成 27年 11月 

調査対象：平成 22年度、平成 23年度の卒業生と修了生（学部 795人、研究科 174人） 

回 収 率：7.2％ 

集計方法：項目ごとの有効回答の範囲内での単純集計 

 

D-1 学部卒業生の回答結果 
人数（％） 

回  答 

設  問 
① ② ③ ④ ⑤ 

問１ 卒業直後の進路 33（60.0） 20（36.4） 1（1.8） 1（1.8） 0 

問２ 全学教育が充実していた 6（10.9） 35（63.6） 13（23.6） 1（1.8）  

問３ 専門教育が充実していた 21（38.2） 30（54.5） 4（7.3） 0  

問４ 外国語学習のサポートが充実していた 2（3.6） 23（41.8） 29（52.7） 1（1.8）  

問５ 演習・実習・実験など実践的な教育が充実していた 26（47.3） 27（49.1） 2（3.6） 0  

問６ 少人数による指導が受けられた 21（38.2） 19（34.5） 13（23.6） 2（3.6）  

問７ 教員との交流が多かった 15（27.3） 22（40.0） 16（29.1） 2（3.6）  

問８ 学習意欲が湧く授業が多かった 3（5.5） 37（67.3） 14（25.5） 1（1.8）  

問９ 学習面での施設・設備が充実していた 13（23.6） 33（60.0） 8（14.5） 1（1.8）  

問１０ 地域社会との交流やクラブ･サークル活動などの課外交流

活動が盛んだった 
9（16.4） 21（38.2） 20（36.4） 5（9.1）  

問１１ 学生生活や就職活動などの支援体制が充実していた 4（7.3） 23（41.8） 25（45.5） 3（5.5）  

問１２ 岡山県立大学の教育内容に、全体として満足している 18（32.7） 29（52.7） 7（12.7） 1（1.8）  

問１３ 岡山県立大学の教育は卒業後の仕事や生活に役立ってい

る 
19（34.5） 28（50.9） 7（12.7） 1（1.8）  

問１４ 豊かな人間性 8（14.5） 36（65.5） 9（16.4） 2（3.6）  

問１５ 主体性 8（14.5） 37（67.3） 9（16.4） 1（1.8）  

問１６ チームワーク 10（18.2） 41（74.5） 3（5.5） 1（1.8）  

問１７ リーダーシップ 4（7.3） 26（47.3） 23（41.8） 2（3.6）  

問１８ 専門分野における知識や技術 13（23.6） 38（69.1） 3（5.5） 1（1.8）  

問１９ 専門知識や技術を実務に活かす力 9（16.4） 32（58.2） 12（21.8） 2（3.6）  

問２０ 論理的思考力 7（12.7） 34（61.8） 13（23.6） 1（1.8）  

問２１ 問題解決力 8（14.5） 36（65.5） 11（20.0） 0  

問２２ 創造力 5（9.1） 25（45.5） 23（41.8） 2（3.6）  

問２３ 実行力 11（20.0） 36（65.5） 7（12.7） 1（1.8）  

問２４ 計画力 9（16.4） 33（60.0） 12（21.8） 1（1.8）  

問２５ 発信力 4（7.3） 32（58.2） 17（30.9） 2（3.6）  

問２６ 情報リテラシー 4（7.3） 31（56.4） 16（29.1） 4（7.3）  

問２７ コミュニケーションスキル 2（3.6） 20（36.4） 25（45.5） 8（14.5）  

問２８ 異文化理解 1（1.8） 13（23.6） 30（54.5） 11（20.0）  

問２９ 社会的責任 11（20.0） 31（56.4） 11（20.0） 2（3.6）  

問３０ 規律性 15（27.3） 38（69.1） 1（1.8） 1（1.8）  

※回答選択肢 

問１：①就職（岡山県内） ②就職（岡山県外） ③進学・留学 ④パート・アルバイト ⑤その他 

問2～13：①とてもそう思う ②ある程度そう思う ③あまりそう思わない ④全くそう思わない 

問14～30：①十分身についた ②ある程度身についた ③あまり身につかなかった ④全く身につかなかった 
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D-2 大学院修了生の回答結果 
人数（％） 

回  答 

設  問 
① ② ③ ④ 

問１ 授業内容は充実していた 5（33.3） 6（40.0） 4（26.7） 0 

問２ 研究指導は充実していた 8（53.3） 6（40.0） 1（6.7） 0 

問３ 研究の施設や設備・装置は充実していた 5（33.3） 7（46.7） 3（20.0） 0 

問４ 専門分野における知識や技術 4（26.7） 7（46.7） 4（26.7） 0 

問５ 専門知識や技術を実務に活かす力 1（6.7） 9（60.0） 5（33.3） 0 

問６ 論理的思考力 4（26.7） 10（66.7） 1（6.7） 0 

問７ 問題解決力 5（33.3） 10（66.7） 0 0 

問８ 創造力 2（13.3） 10（66.7） 3（20.0） 0 

問９ 実行力 3（20.0） 10（66.7） 2（13.3） 0 

問１０ 計画力 2（13.3） 9（60.0） 4（26.7） 0 

問１１ 発信力 2（13.3） 11（73.3） 2（13.3） 0 

問１２ 情報リテラシー 4（26.7） 8（53.3） 3（20.0） 0 

問１３ コミュニケーションスキル 0 6（40.0） 8（53.3） 1（6.7） 

問１４ 異文化理解 1（6.7） 4（26.7） 7（46.7） 3（20.0） 

問１５ 専門分野における知識や技術 4（26.7） 6（40.0） 5（33.3） 0 

問１６ 専門知識や技術を実務に活かす力 2（13.3） 8（53.3） 5（33.3） 0 

問１７ 論理的思考力 5（33.3） 9（60.0） 1（6.7） 0 

問１８ 問題解決力 4（26.7） 10（66.7） 1（6.7） 0 

問１９ 創造力 1（6.7） 13（86.7） 1（6.7） 0 

問２０ 実行力 5（33.3） 6（40.0） 4（26.7） 0 

問２１ 計画力 4（26.7） 8（53.3） 2（13.3） 1（6.7） 

問２２ 発信力 3（20.0） 10（66.7） 2（13.3） 0 

問２３ 情報リテラシー 2（13.3） 9（60.0） 2（13.3） 2（13.3） 

問２４ コミュニケーションスキル 2（13.3） 4（26.7） 7（46.7） 2（13.3） 

問２５ 異文化理解 1（6.7） 6（40.0） 6（40.0） 2（13.3） 

 

※回答選択肢 

問1～3：①とてもそう思う  ②ある程度そう思う  ③あまりそう思わない ④全くそう思わない 

問4～14：① 十分身についた ②ある程度身についた ③あまり身につかなかった ④全く身につかなかった 

問15～25：①とても役立った  ②ある程度役立った ③あまり役立たなかった ④全く役立たなかった 
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Ｅ 就職先アンケートの回答結果 
                                                                  件数（％） 

回  答 

設  問 
① ② ③ ④ ⑤ 

問１ 社会人としての総合力の高さを有している 11（9.7） 69（61.1） 30（26.5） 3（2.7） 0 

 

問２ 深い専門学力を有している 12（10.6） 54（47.8） 41（36.3） 6（5.3） 0 

問３ 幅広い基礎的学力を有している 7（6.2） 59（52.2） 44（38.9） 3（2.7） 0 

問４ 語学力、異文化への適応力などのグローバルな対応力を有している 4（3.5） 22（19.5） 66（58.4） 19（16.8） 2（1.8） 

問５ 幅広い教養を有している 8（7.1） 39（34.5） 61（54.0） 5（4.4） 0 

問６ 自立性・自主性・向上心を有している 20（17.7） 66（58.4） 24（21.2） 3（2.7） 0 

問７ 計画力を有している 9（8.0） 51（45.1） 47（41.6） 6（5.3） 0 

問８ 誠実さ・責任感・忍耐力・堅実性を有している 29（25.7） 66（58.4） 15（13.3） 3（2.7） 0 

問９ 積極性・行動力・実践力（前に踏み出す力）を有している 9（8.0） 59（52.2） 39（34.5） 5（4.4） 1（0.9） 

問１０ 周囲との協調性（チームで働く力）を有している 21（18.6） 62（54.9） 29（25.7） 1（0.9） 0 

問１１ 優れたコミュニケーション能力を有している 9（8.0） 51（45.1） 48（42.5） 4（3.5） 1（0.9） 

問１２ 県大に期待すること第一位 13（11.5） 27（23.9） 33（29.2） 40（35.4）  

問１３ 県大に期待すること第二位 17（15.0） 17（15.0） 52（46.0） 26（23.0）  

問１４ 県大に期待すること第三位 40（35.4） 27（23.9） 19（16.8） 26（23.0）  

問１５ 県大に期待すること第四位 43（38.1） 42（37.2） 9（8.0） 17（15.0）  

問１６ 県大の人材育成に重視する項目第一位 57（50.4） 29（25.7） 18（15.9） 6（5.3） 3（2.7） 

問１７ 県大の人材育成に重視する項目第二位 31（27.4） 26（23.0） 13（11.5） 32（28.3） 11（9.7） 

問１８ 県大の人材育成に重視する項目第三位 18（15.9） 29（25.7） 31（27.4） 21（18.6） 14（12.4） 

問１９ 県大の人材育成に重視する項目第四位 5（4.4） 22（19.5） 31（27.4） 35（31.0） 20（17.7） 

問２０ 県大の人材育成に重視する項目第五位 2（1.8） 7（6.2） 20（17.7） 19（16.8） 65（57.5） 

問２１ 人材育成に向けた県大との連携で重視すること第一位 67（59.3） 16（14.2） 24（21.2）   

問２２ 人材育成に向けた県大との連携で重視すること第二位 23（20.4） 53（46.9） 30（26.5）   

問２３ 人材育成に向けた県大との連携で重視すること第三位 18（15.9） 36（31.9） 52（46.0）   

問２４ 県大生採用の際、OB・OGの業務実績を重視している 12（10.6） 23（20.4） 32（28.3） 36（31.9） 7（6.2） 

問２５ 県大生採用の際、OB・OGの定着率を重視している 8（7.1） 29（25.7） 29（25.7） 36（31.9） 8（7.1） 

問２６ 県大生採用の際、地域への理解度の高さを重視している 5（4.4） 18（15.9） 30（26.5） 23（20.4） 10（8.8） 

問２７ 県大生は他の都道府県の大学出身者と比べてどうか 12（10.6） 25（22.1） 46（40.7） 2（1.8） 0 

問２８ 県大生は県内の大学出身者と比べてどうか 21（18.6） 30（26.5） 33（29.2） 2（1.8） 0 

問２９ 他の都道府県にいる県大 OB・OGの Uターンに期待する 10（8.8） 27（23.9） 23（20.4） 21（18.6） 5（4.4） 

問３０ 今後県大生採用に向けて、大学との情報交換が必要である 31（27.4） 37（32.7） 13（11.5） 5（4.4） 0 

(回答数：１１３件） 

※回答選択肢  

問１～問11：①とてもそう思う ②そう思う ③ふつう程度 ④あまりそう思わない ⑤全くそう思わない 

問12～15：県大に期待すること：①基礎学力・教養を有する人材の育成 ②高い専門性・能力を有する人材の育成 

③優れたコミュニケーション能力を有する人材の育成 ④豊かな人間性に溢れた人材の育成 

問16～20：県大に期待する人材育成：①教養と強い精神力を兼ね備えた人材 ②高度な専門知識を有し即戦力となる人材 

③地域社会に貢献できる人材 ④多様な社会活動経験を有する人材 ⑤グローバルな人材 

問21～23：人材育成に向けた県大との連携で重視すること ①インターンシップ ②講座・カリキュラム共同開発 ③産学連携・共同研究  

問24～26：①大変重視している ②重視している ③差異はない ④参考程度 ⑤重視していない 

問27～28：①優れている ②少し優れている ③差異はない ④少し劣る ⑤劣る 

問29～30：①非常に期待している ②期待している ③多少期待している ④あまり期待していない ⑤全く期待していない 
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Ｆ 全学的就職支援の実施状況 

F-1 就職ガイダンスの実施状況 

実施日 ガ イ ダ ン ス の 内 容 実 施 機 関 等 
参加 

学生数 

6月18日 進路・就職ガイダンス (株)リクルートキャリア 118  

6月25日 公務員試験ガイダンス 東京アカデミー岡山校 45 

10月8日 就職ガイダンス (株)マイナビ 59 

10月15日 内定者・就職活動報告会 本学キャリアカウンセラー 30 

10月22日 自己分析・志望動機ワークショップ (株)リアセック 34 

10月29日 エントリーシート対策講座 (株)シーズ 44 

11月 5日 職種まるわかりセミナー (株)学情 16 

11月12日 就活ゼミ～新聞の読み方、活かし方～ (株)山陽新聞社 12 

11月26日 
中小・中堅企業の魅力と地元優良企業の 

探し方 
(株)ビザビ 28 

12月 3日 面接力ＵＰセミナー （株）シーズ 41 

12月10日 実践！グループディスカッション （株）アイデム 9 

12月17日 業界研究講座 （株）リクルートキャリア 23 

1月14日 公務員試験ガイダンス 
東京アカデミー岡山校 

総社市，岡山県警人事担当者 
44 

1月21日 
「求人NAVI」操作説明会 

就活マナー講座 

（株）ジェイネット 

本学キャリアカウンセラー 
28 

1月28日 就活直前！総まとめ講座 （株）マイナビ 77 

 

F-2 職業適性検査等の実施と解説 
 

実 施 日 検      査      名 実 施 機 関 等 受検学生数 

6月20日～ 

 6月30日 
職業適性診断 

(株)リアセック  101  

7月24日 職業適性診断解説講座 
 

F-3 各種模擬テストの実施 
 

実 施 日 試   験   名 実 施 機 関 等 受験学生数 

4月18日 公務員模擬試験 東京アカデミー岡山校  11 

7月16日・30日 SPI＋一般常識・時事Web模擬テスト (株)マイナビ  23 

11月19日  SPI模擬テスト (株)ジェイ・ブロード  57 
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F-4 就職活動バス（合同企業説明会へのバス）の運行（実施前） 
 

運行日 合同企業説明会参加場所 主  催  者 参加学生数 

3月 4日 大阪（インテックス大阪） (株)マイナビ ３２ 
 

 

F-5 就職相談員による就職相談（赤字：未確定） 
 

相談日 相談時間 内             容             等 

毎週 

月曜日 

火曜日 

金曜日 

 

10:30～15:30 

  
キャリアカウンセラーによる各種相談を実施 

  ◇相談内容等 

  ・就職活動のすすめ方 

・履歴書・エントリーシート等書類に関する相談 

  ・面接対策       など 

 

◇Ｈ27年度相談件数 

・１，１３１件 
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Ｇ 国際交流 

 

・英国語学文化研修の実績概要 

①期  間：平成２７年８月２８日（金）～９月２０日（日） 

②研修内容：英国国立バンガー大学における英語力向上と英国文化体験など 

③参加学生：１１名（最少催行人数 7名） 

④費用実績：約４３２，０００円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，授業料，ホームステイ費，

フィールド・トリップ（交通費）及び諸経費などが含まれている． 

 

・韓国語学文化研修の実績概要 

①期  間：平成２８年２月２２日（月）～２月２７日（土） 

②研修内容：梨花女子大学（韓国ソウル市）にて韓国語力向上と梨花女子大学学生との交流，韓国

伝統文化体験など 

③参加学生：７名（最少催行人数５名） 

④費  用：約１０５，０００円※ 

上記の費用には往復航空運賃，授業料，宿泊代，食費，見学費及び見学に伴う交通費

などが含まれている． 

 

・中国語学文化研修の計画概要 

①期  間：平成２８年９月１２日（土）～９月１９日（土） 

②研修内容：上海交通大学（中国上海市）にて中国語力向上と中国文化体験など 

③募集人数：１０名（最少催行人数１名，応募人数０名） 

④費  用：９０，０００円※ 

上記の費用には往復航空運賃，授業料，宿泊代，施設見学費，諸経費などが含まれて

いる． 

 

・南オーストラリア州アデレイド語学文化研修の実績概要 

①期  間：平成２８年２月２７日（土）～３月２１日（月） 

②研修内容：アデレイド大学（南オーストラリア州アデレイド市）における英語力向上と文化体験

など 

③参加学生：１２名（最少催行人数８名） 

④費用実績：３７８，０００円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，授業料，ホームステイ費，

ソーシャルアクティビティ（交通費）及び諸経費などが含まれている． 

 

・日本語・文化研修の実績概要 

①期  間： 平成２８年７月２８日（火）～８月５日（水）（９日間）） 

②研修内容：主として本学と国際交流協定を締結している海外の大学の学生を対象に，日本語講座

の開講，本学学生や地域住民との交流，岡山県内の産業・史跡・文化財見学等を行い，

研修を通じて学生の日本語能力の向上や相互理解を深めるもの 

③参加人員：１１名 

 

 

・日本語・文化研修の実施結果 

   本年度は，昨年度に引き続き中国南昌大学から初めて 11名（男性 7名，女性 4名）の学生が研修に

参加しており，医学、ソフトウエア、外国語、マスコミ、経済管理など多様な分野の学生を受け入れ

た．本年度の研修は，次のプログラムにより実施しており，昨年に引き続きホームステイを企画して

地域住民との交流の充実を図った． 
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月日 

（曜日） 
10:00～10:50 11:00～11:50 13:00～13:50 14:00～14:50 15:00～15:50 16 時以降 

7 月 28 日

(火) 

開講式 

【大会議室】 

大学案内 

日本語講座 日本語講座 日本語講座    

7 月 29 日

(水) 
日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座   

7 月 30 日

(木) 

岡山の産業視察・観光 

（三菱自動車工業（株）水島製作所、瀬戸大橋、倉敷美観地区） 

7 月 31 日

(金) 
    

総社市長表敬・総社市内視察・総社市民たちとの

交流会 
ホームステイ 

8 月 1 日

(土) 
ホームステイ 

8 月 2 日

(日) 
ホームステイ 

8 月 3 日

(月) 
日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座   

8 月 4 日

(火) 
日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 

県立大学の

歓迎会 

8 月 5 日

(水) 
日本語講座 日本語講座 

修了式 

【大会議室】 
     

 

 

・香港スタディツアーの計画概要 

①期  間：平成２７年９月１２日（土）～９月１７日（木） 

②研修内容：中華人民共和国香港特別行政区及び上海市における企業視察，文化体験，香港大学学

生との交流及び授業参観など 

③参加学生：５名（最少催行人数３名、応募人数０名） 

④費用実績：７０，０００円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，宿泊代及び諸経費などが

含まれている． 

 

・保健福祉スタディツアーの実施概要 

①期  間：平成２８年３月１９日（土）～３月２８日（月） 

②研修内容：TAFE SA（南オーストラリア州アデレイド市）における英語による専門分野の研修及

び現地小学校・高校を訪問しての文化交流等 

③参加学生：７名（最少催行人数５名） 

④費用実績：３００，０００円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，授業料、ホームステイ費、

国内交通費・宿泊費及び諸経費などが含まれている． 
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Ｈ  高大連携協定に基づく高等学校への講師派遣及び生徒の受入 

H-1 講師派遣 

高校名 実施場所 担当学部 教員名 講義内容等 
受講 

人数 
学年 実施日 

瀬戸南高等学校 瀬戸南高校 保健福祉 教授 井村 圭壯 
社会福祉の専門職の魅力～患者の立場

としての視点から～ 
35 2.3 H27.6.3 

勝山高等学校 勝山高校 保健福祉 教授 井村 圭壯 総合的な学習の時間 109 1 H27.6.10 

倉敷鷲羽高等学校 倉敷鷲羽高校 保健福祉 教授 井村 圭壯 
福祉・看護系に進む高校生に伝えたいこ

と 
10 3 H27.7.14 

笠岡工業高等学校 

笠岡工業高校 

デザイン 

教授 金丸 俊彦 

３Dプリンタの活用と将来展望※ 

73 

2 H27.7.16 准教授 津田 勢太 40 

准教授 三原 鉄平 30 

准教授 津田 勢太 
笠岡港旅客船待合室のデザインについ

て 
79 1.2 H27.11.12 

岡山県立大学 講師 尾崎 洋 
３Dプリンタの活用事例の見学と体験

※ 
5 3 H27.7.25 

邑久高等学校 邑久高校 保健福祉 教授 井村 圭壯 社会福祉系学部で学べること 10 1-3 H27.7.21 

玉野光南高等学校 玉野光南高校 

情報工 

助教 荒井 剛 プログラミングの学習と実践 

～Androidアプリを作ろう～ 
40 1 H27.7.31 

助教 滝本 裕則 

デザイン 教授 嘉数 彰彦 効果的な情報発信 39 2 H27.9.29 

倉敷古城池高等学校 倉敷古城池高校 保健福祉 

教授 山下 広美 管理栄養士と栄養士の違い 13 

2 H27.9.29 

准教授 名越 恵美 看護師の仕事とがん看護 45 

倉敷南高等学校 倉敷南高校 

保健福祉 教授 木本眞順美 人の健康を守る栄養 30 

1.2 H27.10.6 

デザイン 講師 尾崎 洋 
デザインとデジタルファブリケーショ

ン～３Dプリンタを用いたデザイン～ 
30 

笠岡高等学校 笠岡高校 保健福祉 

教授 川上 貴代 
栄養学はサイエンス～管理栄養士と栄

養学科の紹介～ 
7 

2 H27.10.23 

准教授 名越 恵美 
看護の広がりと看護師に求められる資

質 
5 

芳泉高等学校 芳泉高校 保健福祉 教授 入江 康至 栄養学について 8 2 H27.10.28 

玉野高等学校 玉野高校 情報工 教授 有本 和民 
ITCを基盤とした,様々な応用分野への

展開 
20 2 H27.12.18 

高梁城南高等学校 高梁城南高校 保健福祉 教授 井村 圭壯 福祉､保育､看護､栄養系､の進路講話 21 2 H27.12.8 

 

H-2 生徒の受入 

高校名 実施場所 担当学部 教員名 講義内容等 
受講 

人数 
学年 実施日 

総社高等学校 岡山県立大学 デザイン 

教授 森下 眞行 ユニバーサルデザイン※ 

18 2 

H27.11.24 

教授 山下 明美 カラーコーディネート※ H27.9.15、10.6 

講師 朴  貞淑 住環境※ 
H27.10.20、

10.27 

清心女子高等学校 岡山県立大学 保健福祉 教授 伊東 秀之 総合的な学習・物質科学課題研究※ 15 2.3 

H27.10.13、

H28.2.16、３回

目未定 

※  講義内容等の※印は連携講座（高校が単位認定を行うことができるもの。） 

 



- 209 - 

 

I  高等学校への講師派遣及び生徒の受入（高大連携協定以外） 

I-1 講師派遣（校内ガイダンス）

学年 人数

4月28日 岡山県立井原高等学校 2,3 40 保健福祉学部の説明

5月26日 創志学園高等学校 1,2,3 42 情報工学部の説明

6月12日 岡山県立総社高等学校 2,3 37 保健福祉学部の説明

6月19日 岡山県立一宮高等学校 1 9 栄養学科の説明

6月24日 岡山県立総社高等学校 1 42 栄養学科、デザイン学部の説明

10月14日 岡山県立総社南高等学校 2 16 デザイン学部の説明

　月　　日 高等学校名
受講者

内　　　　　　　　容

 

 

I-2 生徒の受入

学年 人数

6月23日 岡山県立勝山高等学校 1,2 23 保健福祉学部、情報工学部及びデザイン学部概要説明、施設見学

7月9日 広島県立高陽高等学校 2 26 保健福祉学部、情報工学部及びデザイン学部概要説明、施設見学

10月22日 岡山県立倉敷工業高等学校 1 42 デザイン学部概要説明、施設見学

3月25日 香川県立高松東高等学校 1,2 33 保健福祉学部及び情報工学部概要説明、施設見学

※ 訪問者数には引率教員等を含む。

訪問者
　月　　日 高等学校名等 内　　　　　　　　容

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 210 - 

 

Ｊ 学修成果 1（学生・クラブの表彰） 

 

J-1 学生の表彰    

保
健
福
祉
学
部 

栄養学科 
４

年 

礒野 千晶 
日本農芸化学会中国四国支部 

学生奨励賞 

鴻池 優佳 
全国栄養士養成施設協会 

理事長表彰 

保健福祉学科 
３ 

年 
今城 留奈 2015年度総社市政策提言賞 

保
健
福
祉
学
研
究
科 

栄養学専攻

(博士前期) 

１ 

年 

田中 充樹 第 10 回村川技術奨励賞 

戸田 圭祐 

14th International Conference of Bioactive 

Lipids in Cancer, Inflammation and Relatad 

Diseases Ono Pharmeceutical Travel Awards 

加藤 奈々 

7th International Conference on Polyphenols 

and Health（第 7回ポリフェノールと健康に関

する国際会議）ポスター賞 

目賀 拓斗 

第 48 回おかやまバイオアクティブ研究会シン

ポジウム 第 14回学生プレゼンテーション 

学生プレゼンテーション賞 

保健福祉学専

攻(博士前期) 
１

年 
三上 舞 

第 22 回岡山県保健福祉学会 

社会福祉協議会長賞 

栄養学大講座 

(博士後期) 
１

年 
津嘉山 泉 

第 10 回村川技術奨励賞 

14th International Conference of Bioactive 

Lipids in Cancer, Inflammation and Relatad 

Diseases Ono Pharmeceutical Travel Awards 

情
報
工
学
部 

情報通信  

工学科 

４

年 
牧野 知也 

第 17 回 IEEE広島支部学生シンポジウム 

優秀研究賞 

情報システム

工学科 

４

年 

高橋 和浩 
第 10 回コンピュータ大貧民大会 ライト級 

敢闘賞 

赤木 悠也 
第 10 回コンピュータ大貧民大会 

プレゼンテーション賞 

スポーツシス

テム工学科 

３ 

年 

石塚 寛隆 
2015年度総社市政策提言賞 

吉村 勇人 

情
報
系
工
学
研
究
科 

システム工学

専攻 

(博士前期) 

２

年 

 

小原 瑞希 

 

第 17 回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)  

優秀研究賞 

山本 真代 
第 17 回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS) 

優秀プレゼンテーション賞 

小野 真 
第 24 回計測自動制御学会中国支部学術講演会 

奨励賞 

見船 文香 
平成 27年度情報処理学会 中国支部 

奨励賞 

情
報
系
工
学
研
究
科 

システム工学

専攻 

(博士前期) 

２

年 

藤野 貴志 
平成 27年度電子情報通信学会 中国支部 

奨励賞 

田邊 寛 

平成 27年度電子情報通信学会 中国支部 

奨励賞 

平成 27年度情報処理学会 中国支部 

奨励賞 

池野 沙弥香 平成 27年度仁科賞 
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１

年 

竹原 勇朔 

ACM国際大学対抗プログラミング大会 

Java Challenge 2 位 
筒井 啓太 

山本 貴大 

田頭 幸三 

FIT2015(情報科学技術フォーラム 2015) 

奨励賞 

第 10 回コンピュータ大貧民大会 ライト級 

優勝 

上林 和正 
第 10 回コンピュータ大貧民大会 ライト級 

敢闘賞 

福圓 琢真 
FIT2015(情報科学技術フォーラム 2015) 

奨励賞 

皿田 貴寛 
平成 27年度電子情報通信学会 中国支部  

奨励賞 

岡本 大地 
学生ケータイあわ～ど 2015 ケータイアイデア

部門 入選 

三木 敬太 
第 17 回 IEEE広島支部学生シンポジウム 

優秀研究賞 

デ
ザ
イ
ン
学
部 

デザイン  

工学科 

４

年 
野崎 司 国際学生 EV 超小型モビリティデザインコンテ

スト 2015 優秀賞（ベネッセ賞） 

３ 

年 

堀 彰吾 

境 紀乃 AXIS第 10回金の卵オールスターデザインショ

ーケース 大学選抜部門 入賞 三島 恭平 

造形デザイン

学科 

４

年 
今田 有香 

第 66 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

岡山県教育長賞 

３

年 

西田 朋代 
第 66 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

岡山県知事賞 

松川 実生 
第 66 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

入選 

井上 莉那 

全映協グランプリ 2015「映像コンテスト中四国

地区予選」専門学校・短大・大学の部 優秀賞  
中田 由起子 

野村 慎太郎 

下野 恵実子 
第 22 回ヤングセラミスト・ミーティング in  

中四国 作品部門 大賞 

万波 優子 
第 22 回ヤングセラミスト・ミーティング in  

中四国 作品部門 準大賞 

デ
ザ
イ
ン
学
部 

造形デザイン

学科 
２

年 

浅野 晶太郎 

第 66 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

入選 

大橋 由佳 

和田 紗夜 

玉井 成実 

阪倉 萌 

池田 遥 

中吉 利慧 

田中 麻惟 

濱野 麻里 

長村 郁美 

岩本 奈々 

村山 友里子 

岡﨑 栞 
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村上 詩織 

須藤 茉春 

鶴峯 江利佳 

傳 悠悦 

多田村 明音 

遠藤 美奈子 

戸田 朱音 

土田 ひかり 

 
河原 佳子 

(科目履修生) 
第 13 回ふろしきデザインコンペ 佳作 

デ
ザ
イ
ン
学 

研
究
科 

デザイン工学

専攻 

（修士課程） 

２

年 
佐野 友彦 

国際学生 EV 超小型モビリティデザインコンテ

スト 2015 優秀賞（ベネッセ賞） 

造形デザイン

学専攻 

(修士課程) 

１ 

年 

安井 太郎 
全映協グランプリ 2015「映像コンテスト中四国

予選」専門学校・短大・大学の部 最優秀賞 

周 村一蘭 
岡山ロータリークラブ国際交流奨励賞 

最優秀賞 

全
学部 全学科 

１

年 
 

平成 27年度第 1回日本語検定 

文部科学大臣賞(団体表彰) 

 

 

 

J-2 クラブの表彰   

サークル名 大会名 成績等 

空手道サーク

ル 

難波 寧々 

（2年） 

中四国学生空手道選手権（女子個人形） 優勝 

第 59 回全日本学生空手道選手権大会並びに東西

対抗戦 
出場 

軟式野球部 第 10 回中国地区大学軟式野球連盟新人戦 優勝 

軟式野球部 
西江 卓也 

（1年） 
第 10 回中国地区大学軟式野球連盟新人戦 最優秀選手賞 

軟式野球部 
岡本 拓也 

（3年） 
第 1回大学軟式野球国際親善大会（グアム） 出場 

軟式野球部 
柳 龍彦 

（4年） 
平成 27年度中国地区大学野球春季３部リーグ ベストナイン 

サッカー部 第 38 回中国大学サッカー２部リーグ ３位 

サッカー部 
中奥 雅也 

（2年） 
第 38 回中国大学サッカー２部リーグ アシスト王 

ハンドボール部 
中四国学生ハンドボール選手権春季・秋季３部リ

ーグ 
出場 

陸上部 中四国学生対抗陸上競技選手権 個人５位ほか 

ＯＰＵウインドオーケスト

ラ部  
岡山県大学吹奏楽フェスティバル 出場 

ロボット研究サークル メ

ヒャニカ 

第 15 回レスキューロボットコンテスト競技会本

選 
出場 
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Ｋ 学修成果 2（博士後期課程の学位授与者） 

 

報告番号 授与年月日
博士の専攻
分野の名称

氏　　　名 博士論文名

甲
第　92号

平成25年9月23日
博士
（工学）

立野　貴之 同期型および非同期型のビジネスゲームに関する研究

甲
第　93号

平成26年3月24日
博士
（栄養学）

弓岡　仁美
Study on the precursor of Gly m Bd 28K，a soybean allergen（大
豆アレルゲンGly m Bd 28Kの前駆体に関する研究）

甲
第　94号

平成26年3月24日
博士
（保健福祉学）

李　　志嬉
日韓の在宅高齢者の健康関連ライフスタイルを規定する要因に関
する基礎研究

甲
第　95号

平成26年3月24日
博士
（保健福祉学）

岡部　一光 介護労働者の職務及び職場継続に関する基礎研究

甲
第　96号

平成26年3月24日
博士
（保健福祉学）

鄭　 　英祚 韓国における結婚移住女性の家族関係継続意思に関する研究

甲
第　97号

平成26年3月24日
博士
（工学）

田中　征治 回転型振子の振り上げ・安定化制御に関する研究

甲
第　98号

平成27年3月24日
博士
（看護学）

佐々木 純子 訪問看護ステーション管理者の職務継続に関する研究

甲
第　99号

平成27年3月24日
博士
（看護学）

森永 裕美子 母の育児負担感緩和のための父の親性に関する研究

甲
第 100号

平成27年3月24日
博士
（看護学）

市村　美香
末梢静脈穿刺におけるタッピングとマッサージの静脈怒張効果の
検証～効果的な静脈怒張法の確立を目指して～

甲
第 101号

平成27年3月24日
博士
（看護学）

佐々木 新介 末梢静脈の怒張を目的とした上肢温罨法の検証

甲
第 102号

平成27年3月24日
博士
（看護学）

SHRESTHA JOSHI

ARCHANA

A Novel Approach to Providing Nursing Care in Hospital of
Nepal（ネパールの病院における看護ケアに関する基礎研究）

甲
第 103号

平成27年3月24日
博士
（工学）

前田　貴弘
第一原理計算によるSiおよびGe結晶中の点欠陥と複合体欠陥に
関する研究

甲
第 104号

平成27年3月24日
博士
（工学）

太田　俊介 身体の接近を伴う握手動作を生成する握手ロボットシステム

甲
第 105号

平成28年3月24日
博士
（保健福祉学）

藤本　憲正 語用論的コミュニケーション障害の評価法の開発

甲
第 106号

平成28年3月24日
博士
（栄養学）

山本　真衣
Study on the virulence factors of Vibrio vulnificus  by transposon
insertion mutagenesis（トランスポゾン挿入変異によるVibrio
vulnificus病原因子の研究）

甲
第 107号

平成28年3月24日
博士
（看護学）

狩野　京子 看護師の職業キャリア発達に関する基礎研究

甲
第 108号

平成28年3月24日
博士
（保健福祉学）

李　   多晛
言語流暢性課題の遂行における品詞、加齢、脳損傷および使用
言語の関係

甲
第 109号

平成28年3月24日
博士
（工学）

髙林　範子 身体性アバタを介した看護コミュニケーション教育支援システム

報告番号 授与年月日
博士の専攻
分野の名称

氏　　　名 博士論文名

乙
第  5号

平成25年9月23日
博士
（保健福祉学）

増田　雅暢 介護保険制度の政策過程の分析と実施後の検証

乙
第  6号

平成26年9月23日
博士
（栄養学）

雀部　沙絵
空腹時および負荷後血糖値上昇要因の解析～糖尿病と糖尿病合
併症の包括的予防に向けて～

乙
第  7号

平成26年9月23日
博士
（栄養学）

池口　主弥 大麦若葉の消化管における機能性に関する研究

K－1　課程修了等によるもの

K－2　学位規程第３条第４項該当
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Ｌ 委員会等の審議事項 

L-1 教育研究活動委員会 

第１回（平成 27年 4月 9日） 

 （１）平成 28年度 授業開講計画について（保健福祉学研究科） 

 （２）岡山県立大学大学院履修規程の改正について 

 （３）平成 27年度 国際交流推進助成費について 

 （４）トリブバン大学との学術交流協定書について 

  

第２回（平成 27年 5月 14日） 

 （１）平成 27年度 後期交換留学生の募集について 

 （２）平成 27年度の語学文化研修等の実施方針について 

  

第３回（平成 27年 6月 11日） 

 （１）岡山県立大学国際交流推進助成費取扱要綱の一部改正について 

 （２）国際交流推進事業学生参加旅費助成取扱要領の一部改正について 

 （３）平成 27年度 第２回国際交流推進助成費の募集について 

 （４）平成 27年度 前期（前後期）からの「授業評価アンケート」項目追加について 

 

第４回（平成 27年 7月 9日） 

（１） 平成 28年度 前期交換留学生の募集について 

（２） 平成 28年度 転学生の募集について 

（３） 平成 28年度 授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 

（４） 平成 28年度 機関別認証評価受審に向けたセンター関係対応案について 

（５） 教育改革におけるシラバスの重要性と本学における改訂の必要性について 

（６） 平成 27年度 第２回国際交流推進助成費について 

 

第５回（平成 27年 8月 6日） 

 （１）クォーター制の導入について 

 

第６回（平成 27年 9月 10日） 

（１） クォーター制ワーキンググループ(Q-WG)第２回会議までの取りまとめ項目（要点） 

について 

 （２）2015年 岡山県立大学シラバス改正について 

 （３）平成 28年度 大学院授業開講計画について（保健福祉学研究科） 

 （４）岡山県立大学大学院履修規程の一部改正について 

 （５）平成 27年度 ＦＤ活動における相互授業参観の実施について 

 （６）台湾の雲林科技大学との大学間学術交流協定(MOU)の締結について 

 （７）海外協定大学との学生交流の推進について 

 

第７回（平成 27年 10月 8日） 

 （１）平成 28年度 大学院授業開講計画等の作成日程について 

 （２）平成 28年度 教務・学生生活関係スケジュール（大学院）について 

 （３）平成 27年度 学生アンケートの実施について 

 （４）2015年度 教育年報の作成について 

 （５）平成 28年度 シラバスの作成について 

 （６）平成 28年度 教育力向上支援事業の募集について 

 （７）平成 28年度 全学講義について 

 （８）平成 27年度 第３回国際交流推進助成費の募集について 

 （９）雲林科技大学との学術交流協定の締結について 

 （10）学外利用者の年齢制限への対応について 
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第８回（平成 27年 10月 26 日） 

 （１）雲林科技大学との学生交流に関する覚書の締結について 

 （２）岡山県立大学教育研究開発機構規程の一部改正について 

 

第９回（平成 27年 11月 9日） 

 （１）平成 28年度 大学院授業開講計画等の作成について 

 （２）岡山県立大学教育力向上支援事業取扱要綱の改正について 

 （３）平成 27年度 学生アンケートの実施について 

 （４）研究科授業評価アンケートの実施について 

 （５）2015年度 教育年報の作成について 

 （６）教育研究開発機構における客員教授の選考について 

 （７）平成 27年度 第３回国際交流推進助成費について 

  

第 10回（平成 27年 11月 30日） 

 （１）モンテレイ工科大学プエブラ校及びモンテレイ大学（メキシコ）との学術交流 

協定の締結について 

 

第 11回（平成 27年 12月 14日） 

 （１）平成 28年度 全学講義の講師について 

 （２）平成 28年度 教育力向上支援事業について 

 （３）平成 29年度 クォーター制対応学事暦について 

 （４）非常勤講師への平成 29年度 クォーター制対応意向調査について 

 （５）教育研究活動委員会における教育評価体制について 

 

第 12回（平成 28年 1月 14 日） 

 （１）平成 28年度 授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 

（２）平成 28年度 大学院授業開講計画について 

（３）情報系工学研究科のカリキュラム・ポリシーの修正について 

（４）平成 28年度 大学院新入生オリエンテーション日程について 

（５）平成 28年度 大学院履修案内について 

（６）平成 27年度 大学院修了時アンケート素案について 

（７）平成 28年度 履修案内（第３章 副専攻制度）の作成について 

（８）授業改善意見交換会の実施について 

（９）平成 27年度 第４回国際交流推進助成費の募集について 

  （10）語学文化研究（韓国語）の実施計画について 

 （11）国際交流アクションプラン（仮称）について 

 （12）COC＋推進本部等について 

 

第 13回（平成 28年 2月 4日） 

 （１）平成 28年度 授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 

 （２）平成 28年度 大学院授業開講計画について 

 （３）情報系工学研究科のカリキュラム・ポリシーの修正について 

 （４）平成 28年度 臨時に設ける授業科目について 

 （５）平成 28年度 大学院履修案内について 

 （６）岡山県立大学大学院学則の一部改正について 

 （７）岡山県立大学履修規程の一部改正について 

 （８）岡山県立大学学則の一部改正について 

 （９）平成 27年度 大学院修了時アンケート（案）について 

 （10）岡山県立大学附属図書館利用規程の改正（案）について 
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 （11）平成 27年度 第４回国際交流推進助成費について 

 （12）平成 28年度 第１回国際交流推進助成費の募集について 

 （13）国際交流アクションプラン（仮称）について 

 

第 14回（平成 28年 3月 10 日） 

 （１）岡山県立大学学位規程の一部改正について 

 （２）岡山県立大学履修規程の一部改正について 

 （３）岡山県立大学大学院履修規程の一部改正について 

 （４）岡山県立大学大学院長期履修学生規程の一部改正について 

 （５）学長が決定を行うに当たり教授会等の意見を聴くことが必要であると 

認める事項を定める要綱の一部改正について 

 （６）平成 29年度 授業科目の新設について(デザイン学研究科) 

 （７）平成 29年度 大学院授業開講計画について 

 （８）平成 28年度 岡山県立大学・３研究科学生を対象としたプロジェクト 

マネジメント特別講義の実施計画について 

（９）平成 28年度 大学院履修案内について  

（10）平成 28年度 大学教育開発センター全学研修会について 

（11）平成 28年度 教育研究開発機構客員教授について 

（12）平成 28年度（後期）岡山県立大学科目等履修生募集要項について（国立雲林科技大学） 

（13）公立大学法人岡山県立大学外国人留学生奨学金交付要綱の制定について  

（14）平成 28年度 第１回国際交流推進助成費について 

（15）国際交流アクションプラン（仮称）について 

（16）特別研究に係る平成 27年度実績報告及び平成 28年度研究募集について 

（17）岡山県立大学倫理審査規程の改正について 

（18）学生の学外教育研究活動に係る移動経費等への対応について 

（19）COC＋平成 28年度 予算調書策定方針について 

 

 

L-2 教務専門委員会 

第１回（平成 27年 5月 14 日） 

（１） 平成 27年度 TOEIC IPテストの実施について 

（２） 共通教育部による教育質保証の取り組み 

（３） 臨時に開講する授業科目について（スポーツシステム工学科）  

（４） ４年次生に係る年度末日程について 

（５） 成績通知の保証人（保護者）への送付について 

（６） 平成 27年度 教務専門委員会開催日程について 

 

第２回（平成 27年 6月 11 日） 

 （１）平成 28 年度 授業開講計画の協議スケジュール及び平成 28 年度 共通教育科目の開講計画

への要望等について 

 （２）平成 27年度 前期（前後期）からの「授業評価アンケート」項目追加について 

第３回（平成 27年 7月 9日） 

（１） 授業科目の新設について（共通教育科目） 

（２） 平成 28年度 共通教育科目の開講計画について 

（３） 教育職員免許法施行規則第 66条の 6に定める科目について 

（４） 平成 28年度 学部教育科目の開講計画等について 

（５） 平成 28年度 機関別認証評価受審に向けた点検事項について 

（６） 計算機演習室の学生開放のルールについて 
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第４回（平成 27年 8月 19 日） 

 （１）科目の新設について 

（２）平成 28年度入学生 共通教育科目開講計画について 

 （３）教育職員免許法施行規則第 66条の 6に定める科目について 

 

第５回（平成 27年 9月 10 日） 

 （１）平成 28年度 共通教育科目の時間割について 

 （２）成績通知の学生への配付方法について 

（３）成績通知の保証人（保護者）への送付について 

 （４）平成 27年度 共通教育開講計画の変更について 

 （５）クォーター制ワーキンググループ(Q-WG)第２回会議までの取りまとめ項目 

（要点）について 

 

第６回（平成 27年 10月 8 日） 

 （１）平成 28年度 学部教育科目の入学生の卒業要件及び開講計画について 

 （２）平成 28年度 学部教育科目の時間割編成について 

 （３）平成 28年度 教務・学生生活関係スケジュールについて 

 （４）平成 27年度 学生アンケートの実施について 

 （５）平成 28年度 シラバスの作成について 

 
第７回（平成 27年 11月 9 日） 

 （１）平成 28年度 学部教育科目の時間割について 

（２）平成 28年度 履修案内の作成について 

 （３）平成 27年度 学生アンケートの実施について 

 （４）平成 28年度「大学コンソーシアム岡山」への提供科目について 

  

第８回（平成 27年 12月 14 日） 

 （１）平成 28年度 共通教育科目の開講計画の変更について 

（２）平成 28年度 学部教育科目の開講計画の変更について（栄養学科、情報工学部） 

 （３）平成 29年度 クォーター制対応学事暦について 

 （４）非常勤講師への平成 29年度クォーター制対応意向調査について 

（５）平成 28年度 臨時に設ける授業科目について 

（６）平成 28年度 履修案内の作成について 

 （７）平成 28年度「大学コンソーシアム岡山」への提供科目について 

 

第９回（平成 28年 1月 14 日） 

 （１）平成 28年度 共通教育科目の開講計画の変更について 

 （２）平成 28年度 学部教育科目の開講計画の変更について（造形デザイン学科） 

 （３）平成 28年度 履修案内（第３章 副専攻制度）の作成について 

 （４）平成 28年度 臨時に設ける授業科目について 

（５）平成 28年度 新入生オリエンテーションについて 

 

第 10回（平成 28年 2月 4 日） 

 （１）平成 28年度 学部教育科目の開講計画の変更について（保健福祉学科） 

 （２）平成 28年度 履修案内について 

 （３）平成 28年度「大学で学ぶ」について 

 

第 11回（平成 28年 3月 10 日） 
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 （１）「岡山創生学」について 

 （２）平成 28年度ＴＯＥＩＣ ＩＰテストの実施について 

L-3 学生生活委員会 

第１回（平成 27年 6月 9日） 

 （１）大学教育開発センターの平成 27年度学生支援業務等について 

（２）平成 27年度日本学生支援機構奨学生（定期採用）の推薦について 

 

第２回（平成 27年 8月 5日） 

 （１）岡山県立大学学則の一部改正について 

 （２）学生支援室規程案について 

 （３）認証評価に向けたアンケート調査の実施について 

 

第３回（平成 27年 9月 14日） 

 （１）卒業生アンケート及び修了生アンケートの実施について 

 

第４回（平成 27年 10月 22 日） 

 （１）学生アンケート（学部生、大学院生）の実施について 

 （２）就職先アンケートの実施について 

 

第５回（平成 27年 11月 19 日） 

 （１）平成 27年度 日本学生支援機構奨学生（臨時採用）の推薦について 

 （２）平成 28年度 日本学生支援機構奨学生（大学院予約採用）の推薦について 

 

第６回（平成 27年 12月 21 日） 

 （１）キャリアポートフォリオ案について 

 

第７回（平成 28年 1月 29日） 

 （１）審議事項なし 

 

第８回（平成 28年 3月 15日） 

 （１）障害を理由とする差別の解消の推進に関する公立大学法人岡山県立大学教職員対応要領に基づ

く手続きマニュアル（案）について 

 （２）平成２８年度就職ガイダンス等の日程について(案) 
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付録２ 

 
Ａ 学部ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー 

 
※ 表における表記は次のとおり． 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）：ＤＰ 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）：ＣＰ 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）：ＡＰ 

 

１ 大学 

教育目的 

本学は，建学の理念である「人間尊重と福祉の増進」の具現化に向けて，地域

社会や他の教育研究機関との自由かつ緊密な交流連携のもとに，人間・社会・自

然の関係性を重視した実学を創造し，それを研究教授することによって知性と感

性を育み，豊かな教養と深い専門性を備えて新しい時代を切り拓く人材の育成を

図り，もって地域の学術文化の進展及び産業の振興に寄与することを目的として

います． 

ＤＰ 

教育目的に基づき，本学では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たした

者に学位を授与します． 

● 豊かな教養と高い人間性を身に付けている． 

● 専門性を修得し，課題を発見し解決できる能力を身に付けている． 

● グローバルに活躍し得る企画提案力とコミュニケーション力を身に付けて

いる． 

ＣＰ 

本学は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成してい

ます． 

１ カリキュラムは，共通教育科目，学部教育科目及び教職教育科目に区分し

ています． 

２ 共通教育科目では，基礎的知識の体系的理解、生涯にわたる知的活動や社

会生活に必要な論理的思考力・問題発見力・批判力・情報処理など汎用的技

能の修得、地域連携を通じた社会人基礎力や課題解決力の修得、グローバル

化の時代に役立つ語学・異文化理解によるコミュニケーション力の修得を柱

として、知的自律性を培うための教養と技能を涵養する教育を全学生に実施

します． 

３ 学部教育科目では，共通教育科目の修得で獲得した知識と技術を基盤に、

所属学科・専攻等ごとに専門の学術を学び，さまざまな社会的要請に的確に

対応できる専門性と実践的能力を育成します． 

４ 学部教育のカリキュラムは，所属する学科等のカリキュラム・ポリシーに

基づいて専門性・問題解決能力の修得に向け編成しています． 

５ 共通教育科目及び各学部教育科目を通じて，地域課題を知り，それを解決

に導くための理論と基礎及び実践的方法を修得します． 

６ 教職教育科目では，栄養学科に栄養教諭一種免許課程，保健福祉学科子ど

も学専攻に幼稚園教諭一種免許課程を設けています． 

ＡＰ 

教育目的から本学が求める学生像は次のとおりです． 

● 人間・社会・自然について幅広く学び，それらの関係性を探究したい学生 

● 実学を身に付け，国内・国外の幅広い分野で社会に貢献したい学生 

● 新技術・知識の創出に意欲を持ち，地域と世界へ向けて情報発信したい学

生 
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２ 保健福祉学部 

教育目標 

保健福祉学部は，地域の人々の健康維持と増進に積極的に貢献できる保健，医

療，福祉に関する基本的知識と技術を修得し，健康課題に対して科学的な思考や

分析に基づいた課題解決能力を備え，高い倫理観と豊かな人間性にあふれ，さら

に社会の変化やグローバル化に柔軟に対応できる力とコミュニケーション能力

を有する人材を養成することを目指しています． 

ＤＰ 

 教育目標に基づき，本学部では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 看護，栄養，福祉のそれぞれの分野における十分な専門的知識と技術を   

身に付けている． 

● 科学的，論理的思考に基づいた課題探究と解決に必要となる多様な基礎  

知識とそれらを活用する能力を身に付けている． 

 ● 豊かな感性，倫理観を有し，人を支援する心を身に付けている． 

 ● 外国語を含めたコミュニケーション能力を身に付けている． 

 ● 将来にわたって応用知識・技術を積み上げていける力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学部は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 幅広い教養，豊かな感性，論理的な思考能力，コミュニケーション能力，   

グローバルな視点並びに専門教育を学ぶために必要な基礎知識を身に付け

るための共通教育科目を，すべての学科で初年次から履修します． 

２ 専門教育においては，現場で活用できる実践力を養成するために，基礎か

ら専門にかけて講義科目を体系的に配置するとともに，豊富な演習・実験・

実習科目を設置しています． 

３ 同時に，幅広い専門性を身に付けることができるように，選択履修できる

他学科の科目を用意しています．また，看護・栄養・福祉の３分野からなる

チーム医療における各専門職の重要性を学ぶ選択科目を設置しています． 

４ 課題発見・解決能力を育成するための卒業研究を，いずれの学科において

も１年以上履修します． 

ＡＰ 

教育目標から本学部が求める学生像は次のとおりです． 

  ● 看護・栄養・福祉のそれぞれの分野に明確な目的意識と意欲，情熱を持っ

ている学生 

  ● 十分な基礎学力を備え，論理的思考能力を貴ぶ学生 

  ● 人間理解に基づく保健・医療・福祉を学び，その成果を広く地域や世界に

発信する意欲と創意にあふれる学生 

  ● 豊かな感性を育み，様々な人とコミュニケーションできる能力，人を支援

する心を身に付けたい学生 
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２-(1) 看護学科 

教育目標 

看護学科は，人々が健康で豊かなその人らしい人生が実現できるように，看護

の専門知識と技術を活かして，地域におけるあらゆる健康レベルの人々（家族・

集団・地域）の生涯を通じた健康を支援し地域社会に貢献できる看護専門職の育

成を目指しています． 

ＤＰ 

 教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 看護の専門知識・技術を用いて，人々の生涯にわたる多様な健康レベル   

の人々の健康課題を科学的・論理的に判断し，解決方策を提案できる能力を

身に付けている． 

● 豊かな教養と人間理解を基盤にしたヒューマン・ケアリングが実践できる

能力を身に付けている． 

● 保健医療福祉チームにおける看護の役割を理解し，連携・協働できる能力

を身に付けている． 

● 看護専門職としてのアイデンティティを形成し，専門職業人の持つべき知

識・価値観・倫理観を自ら継続・発展させていく能力を身に付けている．  

● グローバルな視点を持ち，将来は看護の実践・教育・研究領域におけるリ

ーダーやスペシャリストとして社会に貢献できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ １・２年次の共通教育科目の履修を通して，人間や社会を理解するため  

の素地となる豊かな教養と倫理観を身に付け，専門基礎へ導入を図るための

基盤を育成します．それに加えて，科学的思考の基盤となるクリティカルシ

ンキングやグローバル化に対応した看護活動ができる基礎的な知識と技術

を育成します． 

 ２ ３年次はライフステージ（母性・小児・成人・老年）別の特性を踏まえた

看護や精神保健看護，在宅看護，看護政策，マネジメントについて履修し，

主要な健康課題と健康増進のための理論を修得します．その上で，健康問題

を持つ個人・集団・地域を対象に看護診断をし，解決に必要な知識と技術を

育成します． 

３ ３年次後期から４年次前期に，各領域別の臨地実習を行います．この実習

を通して人間の尊厳や多様性を学び，科学的根拠に基づくアセスメント及び

ヒューマンケアリングが実践できる基盤を育成します． 

４ ４年次には統合実習並びに卒業研究を行います．これまでに学んだ専門的

知識や実践力を広い視点で統合し，研究的な方法を用いて健康課題を特定し

解決策を論理的に説明できる能力を育成し，保健医療分野でのリーダーとし

て必要な基盤を育成します． 

５ 本学科は，看護師国家試験受験資格を満たす科目を卒業要件とし，一部の

者には助産師国家試験受験資格に必要な科目が選択できるように配置して

います． 

ＡＰ 

  教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

  ● 人間や健康，人々の暮らしに強い関心を持っている学生 

  ● 他者を思いやる気持ちがあり，人と関わることが好きで共に成長したいと

考える学生 

  ● 看護の多様な側面を学ぶ上で必要な基礎学力があり，探究心を持つ学生 

  ● 何事にも前向きに取り組み，チャレンジ精神がおう盛な学生 

  ● 看護のプロフェッショナルとして地域や国際社会に貢献したい学生 
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２-(2) 栄養学科 

教育目標 

栄養学科は，超高齢社会の到来や生活習慣病予防が重要視されている現代社会

において，食と健康の相互関係を科学理論によって理解し，未知なる事象の解明

に向けて研究する姿勢を身に付け，栄養学を人の健康の維持・増進，病気の予防・

治療へと応用し，広く地域社会に貢献できる人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 食と健康の専門家として必要な基本的知識と技術を身に付けている． 

 ● 多様な対象者に対して，科学的思考に基づいて適切かつ高度な食・栄養   

支援を実践する技術を身に付けている． 

● 専門分野における問題発見・解決能力を身に付けている． 

● グローバルな視野を持って地域に情報発信できる能力を身に付けてい      

る． 

● チーム医療の重要性を理解し，他職種や患者とのコミュニケーションを円

滑に進める能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ １年次から２年次までに共通教育科目を履修します．その履修を通して   

広範な知識の修得と異文化理解によるグローバルな視点や自然科学での科

学的視点を含めた豊かな教養と高い倫理観の涵養，食と健康の専門家として

活躍できるための学修基盤を育成します． 

２ １年次から２年次までに学部教育（専門基礎分野）科目を履修します．こ

の履修を通じて，食と健康の専門家としての健康・健康管理，医学領域，食

品・加工・衛生・調理における知識や技術の基本的能力を育成します．   

３ ３年次には学部教育（専門分野）科目を履修します．この履修を通じて，

専門職業人として必要な高度な専門的知識を修得し，総合的能力，コミュニ

ケーション能力，サービスマネジメント能力，栄養指導能力，教育能力を備

え，他の医療専門職と協働して，リーダーシップを発揮できる力を育成しま

す． 

 ４ ４年次には卒業研究を履修します．この履修を通じて，研究課題に対して

主体的に取り組み，科学的に探求する態度，論理的に思考する態度，計画的

に実行する態度を身に付け，問題解決能力，実践能力を育成します 

 ５ 教職教育科目を履修することで，教育の意義や食教育実践に必要な知識と

技術を育成します． 

６ 共通教育科目及び学部教育科目の中から履修し，卒業時には栄養士免許並

びに管理栄養士国家試験受験資格が取得可能となるほか，食品衛生管理者並

びに食品衛生監視員の任用資格の取得が可能となります．また，教職教育科

目を修得することで栄養教諭一種免許状が取得可能となります． 

ＡＰ 

  教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

  ● 自然科学に関心を持ち，食物と人の健康との関係について科学的に理解・

探究しようとする学生 

  ● 栄養学分野の研究に取り組み，これを発展させて社会に還元しようとする

意欲のある学生 

  ● 様々な人とコミュニケーションができ，真しな態度と思いやりの気持ちを

持って人と向き合える学生 

 

本学科の専門教育を受けるためには，高等学校で「化学」や「生物」などの自

然科学の基礎をしっかり学習することが望まれます．また，専門職としての管理

栄養士には，豊かな人間性，コミュニケーション能力，倫理観などが必要になり

ますので，高校生活の中でこれらの素養を磨くことが大切です． 
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２-(3) 保健福祉学科 

教育目標 

保健福祉学科は，深い教養と豊かな人間性を兼ね備え，福祉的視点と方法に基

づいて，子ども，障害者，高齢者等すべての人々の自立と自己実現を支援し，健

康と幸福の増進に寄与することのできる人材を育成することを目指しています．

社会福祉学専攻では，特に社会における多様な福祉課題に対処する問題解決能力

と共感力をもった人材を，また子ども学専攻では，教育的視点と方法を併せ持っ

た，子どもの育ちと学びに関わる人材を育成することを目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

＜両専攻に共通した能力＞ 

 ● 多様な文化や価値観を受け容れ，福祉的・国際的視野を持って問題解決  

できる力を身に付けている． 

 ● 自ら学び続ける姿勢と習慣を持ち，保健福祉学の創造に貢献できる力を  

身に付けている． 

＜社会福祉学専攻＞ 

● 社会福祉学の基盤となる，人間，健康，社会に関する幅広い知識と論理  

的な思考力を身に付けている． 

● 社会福祉学と健康科学の知識・理論を身に付けている． 

● ソーシャルワークの方法及び実践的な支援技術を身に付けている． 

＜子ども学専攻＞ 

 ● 子ども学の基盤となる，人間，健康，社会，教育における幅広い知識と   

論理的な思考力を身に付けている． 

● 子どもに対して具体的・実践的な指導・支援ができる力を身に付けている． 

 ●  子どもの育ちと学びを家庭や地域との関係の中で捉える力を身に付けて  

いる． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 社会福祉学専攻，子ども学専攻の２専攻を設置しています． 

２ 両専攻の学生が履修する科目として，「保健福祉学Ⅰ・Ⅱ」「社会福祉  

原論」「人体の構造と機能Ⅰ」など保健福祉学や関連諸科学の基礎知識を修

得するための科目を設置しています． 

３ １年次から２年次までに共通教育科目を履修します．その履修を通して広

範な知識の修得と異文化理解によるグローバルな視点，深い教養と豊かな人

間性や高い倫理観の涵養，専門職業人としての基本的な能力を育成します． 

４ １年次は「入門ゼミナール」，２年次は「基礎ゼミナール」，３年次は「専

門ゼミナール」，４年次は「研究ゼミナール（卒業研究）」を履修します．

この履修を通じて，問題の解決力や実践力を身に付け，保健福祉学の創造に

貢献できる能力を育成します． 

５ １年次から４年次まで，専門職として必要な専門科目を履修します．この

履修を通じて，専門職業人として必要な高度な専門知識と論理的思考力を修

得します． 

 社会福祉学専攻では，ソーシャルワークの方法や実践的な支援技術，介護

支援の方法や技術，諸外国の保健福祉制度・政策を学び，多様な福祉課題に

対処できる能力を育成します． 

 子ども学専攻では，子どもや家庭・地域を理解し指導・支援するための福

祉と教育の方法や実践的な支援技術を学び，子どもの育ちと学びを支えるた

めの能力を育成します． 
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６ 社会福祉学専攻においては，共通教育科目及び学部教育科目の中から履  

修し，卒業時には社会福祉士及び介護福祉士国家試験受験資格取得が可能と

なります． 

７ 子ども学専攻においては，共通教育科目及び学部教育科目の中から履修

し，卒業時には幼稚園教諭一種免許状及び保育士資格取得が可能となりま

す． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

● 豊かな人間性を育み，支援を求める人々に対して，共感，共生しようとす

る学生 

● 豊かな感性と科学的な思考力や分析力を養い，問題解決能力を高めようと

する学生 

● 援助対象者の成長や自立支援を促す専門的援助技術の修得に努める学生 

● ２１世紀の福祉社会や地域社会に貢献する意欲のある学生 
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３ 情報工学部 

教育目標 

情報工学とは，情報の伝送・認識・処理・利用にかかわるハードウェアとソフ

トウェアの技術を研究開発するための学問です．情報工学部は，情報技術を活用

して，人間及び自然との調和を図りながら高度情報化社会の持続的発展に貢献で

きる技術者の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学部では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● 情報工学とそれに密接に関連する工学と技術，すなわち一つは通信工学，

電子工学と結びつく情報通信工学，一つは機械工学，インタフェース工学と

結びつく情報システム工学，いま一つは人間工学，機器設計工学と結びつく

人間情報工学のいずれかを身に付けている． 

● 論理的思考に基づいた，日本語による記述力，口頭発表力，討議能力，技

術英文の読解能力，外国語によるコミュニケーション能力及びグローバルな

視点を身に付けている． 

● 情報工学の技術者に求められる高い倫理観，多面的な思考力，それらに培

われた実行力や行動力を身に付けている． 

● 得られた知識を融合的に活用して社会の発展に貢献できる能力を身に付

けている． 

● 工学・技術の発展と裾野の広がりに関心をもち，新しい知識や価値観を継

続的に学修，吸収する態度を身に付けている． 

ＣＰ 

本学部は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 共通教育では，グローバル化や個々の学生の価値観の多様性に対応できる

よう，選択科目を多く設けています． 

２ 専門基礎科目である情報系科目については，３学科横断型の科目配置を行

い，教育の均等化と統一化を図っています． 

３ 専門科目については，各学科のカリキュラム・ポリシーに準拠した独自の

教育課程を用意しています． 

４ 実験・演習を重視し，与えられた課題に対する工学的解決の能力を涵養し

ます． 

５ １年を通じて卒業研究を行い，研究対象に関する深い知識の獲得や，自ら

が発見した問題を解決に導くための計画立案・遂行能力を養います． 

ＡＰ 

教育目標から本学部が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報工学の新しい分野の発展に興味を抱いている学生 

  ● 人間を取り巻く環境によく適合する情報社会を形づくることに貢献する

意欲を持つ学生 

  ● 新技術・知識の創出に関心を持ち，地域と世界に向けて情報発信したいと

考える学生 

 

急速に発展している高度情報化社会を支えるインターネット・コミュニケーシ

ョン技術を用いて，現状の社会を改革し発展させていく夢を持った学生の挑戦を

期待しています． 

  本学部の専門教育を受けるためには，高等学校で標準的な科目を履修し，特に

以下の学力を身に付けていることが望まれます． 

  １ 情報工学部入学者選抜試験《一般入試》個別学力検査「数学」で指定され

た範囲の基礎知識を有していること． 

  ２ 「物理」に関する基礎知識を有していること． 
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３-(1) 情報通信工学科 

教育目標 

情報通信工学科は，日々進歩し続ける情報通信技術（ICT）を支えている情報

工学，通信工学，電子工学の３つの学問領域を共通の基盤として，各種情報シス

テムの知能化等に必要となるソフトウェア技術及びシステムの超高速化等に欠

かせないハードウェア技術を有し，情報通信技術（ICT）の利用者視点を理解す

るとともに，グローバルな視野に立って社会に貢献できる人材の育成を目指して

います． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 情報工学・通信工学・電子工学の幅広い知識と応用力を身に付けている． 

 ● 技術者倫理や社会環境を理解したうえで，情報通信技術（ICT）に関する  

知識を活用して現実の問題に柔軟に対処する能力を身に付けている． 

 ● 論理的な記述力や発表能力及び社会に寄与するためのコミュニケーショ  

ン能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ １年次及び２年次を中心に，４年間で共通教育科目を履修します．その  

履修を通してグローバルな視点を持った豊かな教養と高い倫理観を涵養す

るとともに，専門教育の準備を行います． 

２ １年次から段階的に学部教育科目を履修します． 

 ・ 数学系の科目をはじめとして情報工学，通信工学，電子工学の３分野        

に共通する基礎知識を修得する， 

・ 情報系技術者に求められる基礎知識を修得する， 

・ 情報工学，通信工学，電子工学の各分野の専門知識を修得するととも 

に，３分野にわたる幅広い知識をバランスよく修得し，問題解決に応用で

きる能力を修得する， 

ことを目的とした講義，実験・演習のカテゴリーを配置しています． 

３ 全ての年次において実験・演習科目を履修します．この履修を通して，情

報通信技術（ICT）に関する与えられた課題や自らが発見した問題を解決に

導くための計画立案・遂行能力を育成するとともに，技術文書作成能力及び

発表能力を育成します． 

４ ４年次には卒業研究を履修します．この履修を通じて，情報通信技術（ICT）

に関する最先端の研究テーマを設定し，１年にわたる系統的な研究指導を受

けることにより技術英文読解能力，技術文書作成能力，口頭発表能力等のコ

ミュニケーション能力を育成し，継続的な学修態度を涵養します． 

ＡＰ 

教育目的から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

● インターネットを中心とする情報通信技術を学びたい学生 

● コンピュータやネットワークを構成する電子機器やその特性を学びたい

学生 

● 情報技術を利用した新しいソフトウェアの創造に興味のある学生 

● 未来の情報通信技術に対する夢や希望を持っている学生 
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３-(2) 情報システム工学科 

教育目標 

情報システム工学科は，コンピュータの発展に貢献できる情報工学，力学に基

礎を置くものづくりのための機械工学，人間と機械やコンピュータを結びつける

インタフェース工学などの学問を身に付け，領域横断型のエンジニアとしてのセ

ンスを持って，新たな工学的価値の創出に積極的に参加できる人材の育成を目指

しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 多くの機器設計の基盤領域である情報工学，機械工学，インタフェース工   

学に関する幅広い知識と応用力を身に付けている． 

 ● コンピュータや機械をインテリジェント化した機器や実用的なソフトウ

ェアシステム， 組込みシステム，機械システムを設計する基礎能力を身に

付けている． 

● 社会の変化を多面的な視点から受け止めつつ物事に柔軟に対応できる能

力を身に付けている． 

● 技術が人間・社会・自然に与える影響を正しく認識し，技術者として社会

への貢献と責任の自覚をもって行動できる能力を身に付けている． 

● 論理的思考に基づいた，日本語及び外国語によるコミュニケーション能力

を身に付けている． 

● 問題の探求，解決等を自主性と協調性とグローバルな視点を持って，創造

性を発揮して計画的に遂行できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います．  

１ 共通教育では，幅広い分野の学問を通じて豊かな教養を涵養するととも

に，多面的思考力及び外国語によるコミュニケーション能力を育成し，技術

者としてグローバルに活躍できるための学修基盤を形成します． 

２ 学部教育は，工学基礎，情報工学基礎，情報工学，機械工学，インタフェ

ース工学及び総合・創造のカテゴリーで構成しています． 

・ 工学基礎及び情報工学基礎では，工学及び情報工学のコアとなる基礎知  

識を養成します． 

・ 情報工学，機械工学及びインタフェース工学では情報工学，機械工学，  

インタフェース工学に関する幅広い知識と応用力，そして機器設計の基礎

能力を養成します． 

・ 総合・創造では，実験・演習により，講義で学んだ知識を応用する能力，

課題を自主性と協調性を持って計画的に遂行する能力，レポート作成やプ

レゼンテーションなどの技術的コミュニケーション能力を養成します．特

に，卒業研究では，最先端の研究を通じて，知識を融合的に活用し，かつ

独創性を発揮して問題の解決に取り組み，社会の発展に貢献できる能力を

養成します． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報技術を積極的に活用したものづくりに興味のある学生 

● 情報工学・機械工学・インタフェース工学を幅広く学びたい学生 

● 人間の生活や社会活動を支援するため，インテリジェント型機器やシステ

ムの設計能力を獲得したい学生 

● 情報工学と他の様々な専門領域を結ぶ領域横断型の新技術を創出したい

学生 
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３-(3)  人間情報工学科 

教育目標 

人間情報工学科の教育研究のキーワードは「人間中心の設計思想」です．身体

とその「うごき」を扱う人間系のサイエンス並びに情報・コミュニケーションと

密接に関連する情報系のエンジニアリングを融合的に学び，使う人の様々な特性

やニーズの視点に立った「もの」や「サービス」の設計能力を身に付けた人材の

育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 人体機能と人間の動作・行動を解析する能力を身に付けている． 

 ● 地域や社会，自然などの人間環境の変化を認識する能力を身に付けてい 

る． 

 ● 人間の感性や生活に適合したソフトウェアを設計する能力を身に付けて  

いる． 

 ● 人体機能と環境変動の特性をシステム設計に活かす能力を身に付けてい 

る． 

 ● 他者と協調して多様な課題を柔軟にかつグローバルな視点で解決できる 

能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ １年次から２年次までは共通教育科目を中心に履修します．価値観の多様

性，学問の体系性と総合性，基礎知識の活用，コミュニケーションスキルな

どの教育を通じて，多様かつグローバルな視点で問題解決できる能力の基盤

を育成します． 

２ 学部教育科目（専門基礎科目及び専門科目）は１年次から配置し，学年進

行に伴い深化と分化，さらに体系化が図れるように編成しています． 

３ 人体機能と人間の動作・行動を解析する能力，人間環境の変化を科学的に

認識できる力等を育てるために，応用数学，人間系の科学・工学の分野の科

目を履修します． 

４ 人体機能と環境変動の特性をシステム設計（機器・ソフトウェアの設計）

に活かす能力を育てるために，情報系の工学，機器の設計の分野の科目を充

実させています． 

５ 修得した知識をもとに，他者と協調して多様な課題の解決能力を養うため

に，実学的な実験・演習（インターンシップを含む．）系の科目を関連科目

の進行にあわせて重点的に履修します． 

６ 卒業研究では，研究対象に関する深い知識の獲得や自らが発見した問題を

合理的に解決に導くための研究デザイン力・研究遂行能力を養います． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

● 人体機能の巧みさを工学の視点から解明したい学生 

● 人体機能と人間環境の調和を考慮した「もの」や「サービス」を開発した

い学生 

● 情報工学の視点で地域社会の発展や国際社会との連携協力に参加し，貢献

したい学生 
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４ デザイン学部 

教育目標 

デザイン学部は，情報化，グロ－バル化など刻々と変化する社会にあって，社

会動向を的確に把握することにより課題を自ら発見し，それをデザインによって

表現・解決することを通じて，豊かで新しい生活と文化の形成に必要なデザイン

専門力とマネジメント能力を有する，地域と世界に貢献できる人材の育成を目指

しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学部では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● 人間・社会・自然に関する十分な情報分析ができ，それを応用できる構成

力及びデザイン力を身に付けている． 

● 豊かな教養と高い人間性を基礎として，新たな生活と文化の価値を創造す

る能力を身に付けている． 

● 発想・想像力，課題発見・解決力及び企画提案力を身に付けている． 

● 国際化に対応できる外国語によるコミュニケーション能力及びグローバ

ルな視点を身に付けている． 

● 常に知的好奇心を持ち，学習継続意欲を身に付けている． 

ＣＰ 

本学部は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ カリキュラムは，共通教育科目と連携を図るべく編成されており，幅広い

教養とコミュニケーション能力及びグローバルな視点を身に付けるための

共通教育科目と，両学科に必要とされるデザイン基礎を中心とした科目編成

をしています． 

２ ２年次からは両学科とも領域に分かれて，新たな文化価値を創造するため

に必要な学科専門教育科目及び講義と演習が体系化された領域専門教育科

目を履修します． 

３ 学科専門教育科目では，各自の志向に基づき，自主的に選択できる演習科

目を中心として編成しています．企画提案力に必要な発想から情報分析，課

題解決までのプロセスを身に付けるために，領域専門教育科目は複数の専門

領域が用意されており，横断的に学ぶこともできるよう編成しています． 

４ 自ら発見した課題解決のために１年間を通じて卒業研究を履修します． 

ＡＰ 

教育目標から本学部が求める学生像は次のとおりです． 

  ● 様々な科学を学ぶことによって，人間・自然・社会の関係性を主体的に分

析・考察し，課題に取り組む力を身に付け，デザインによる解決にいかした

い学生 

  ● 自ら発見した課題をデザインによって表現し，解決するために，感性と知

性の融合によるデザイン発想力・技術力・表現力を身に付けたい学生 

  ● 社会における課題を洞察し，新たな生活・文化の価値を創造するため，デ

ザインによる解決策を考察し企画提案する力を身に付けたい学生 
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４-(1)  デザイン工学科 

教育目標 

デザイン工学科は，人間・社会・自然の関係性に十分配慮し，持続発展が可能

な社会実現のため，デザインの専門力とマネジメント能力により，地域社会や産

業界に貢献できるデザイナーや建築家の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● それぞれ専門領域における必要な論理的思考力及びデザイン基礎力を身 

に付けている． 

 ● 持続発展が可能な社会実現のため，豊かな生活を創造できる能力を身に付

けている． 

● 発想・想像力，課題発見，解決力を総合的に活かし，グローバルかつロー

カルに活躍し得る企画・提案能力とコミュニケーション能力を身に付けてい

る． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 十分な情報分析・構築力及びデザイン基礎力をベースとして，発想・構想

力，課題発見・解決力及び企画提案力を涵養し，グローバルな視点を持って

地域社会や産業界に貢献できるデザイナーや建築家の育成を目的に，「製

品・情報デザイン領域」と「建築・都市デザイン領域」の２つの領域を置い

ています． 

２ １年次は，共通教育科目及び造形デザイン学科と共通となる「学部基礎教

育科目」を学び，広範な知識や理論を養います．また，「学科専門教育科目」

では，両領域に共通するデザイン技法などの科目を提供します． 

３ ２年次からそれぞれの領域に進み，「学科専門教育科目」と並行して各領

域の独自性を織り込んだ「領域専門教育科目」を学びながら，専門の知識・

技能修得と実践的かつ論理的な思考力を身に付けると同時に，地域社会にお

ける課題を発見し解決できる能力を養います．各デザイン領域においては，

段階的かつ横断的な科目選択ができるようにキャリア・ポートフォリオ（進

路分野別）を準備し，専門領域への科目選択のガイドラインを提供します． 

・ 製品・情報デザイン領域では，プロダクトデザイン及び情報デザインの

講義・演習を横断的に選択できるよう編成し，将来のキャリアプランへの

判断が早期かつ柔軟にできるよう編成しています． 

・ 建築・都市デザイン領域では，建築計画・デザイン・技術・法規から都

市計画に至るまで，多岐にわたる分野を総合的に学ぶための体系的なカリ

キュラムを準備しています．また，一級建築士・二級建築士・木造建築士

の受験資格を得るために必要な選択科目を提供します． 

４ 将来の進路に関して，１年次より卒業生やプロデザイナーによる「フレッ

シュマン就業力セミナー」や「キャリアゼミナール」などを設けています．

３年次以降では，市役所，企業やデザイン事務所でのインターンシップやデ

ザイン実習，産官学連携授業など社会との接点の機会を提供します． 

５ ４年次には，１年間を通じて卒業研究に取り組みます．卒業研究は３年次

までのカリキュラムの集大成として位置付けられており，中間発表会や最終

発表会では他領域の教員も参加して活発な意見交換を行います． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

● 学習による豊かな創造力と柔軟な思考力・構想力の鍛練を通じて，主体的

に価値観を構築し，これに基づいたシステムや空間，モノのデザイン提案に

より，社会と産業に貢献したい学生 

● 日本と諸外国の文化や芸術の理解を通じて育んだ感性と，人間・社会・自

然の関係性の調和を図る科学技術とを融合したデザインの創造に取り組み

たい学生 
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● 社会ニーズを洞察し，課題を発見しその解決過程をマネジメントして，構

想・制作・企画提案に取り組み，より豊かで新しい生活と文化の価値を創造

したい学生 

 

本学科の専門教育を受けるためには，高等学校で「美術・工芸」に関心を持ち，

「外国語」，「国語」，「理科」，「数学」等の基礎学力を有していることが望まれま

す． 

 

４-(2)  造形デザイン学科 

教育目標 

造形デザイン学科は，デザインによって地域特性を考慮した問題及びグローバ

ルな視点で課題解決に取り組み，人間・社会・自然の関係性に十分配慮し地域社

会や国際社会に貢献できるデザイナー及び造形のスペシャリストの育成を目指

しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● それぞれの専門領域に関する十分な知識と情報分析・構築力及びデザイン

基礎力を身に付けている． 

 ● 個々の自由な発想に基づき，新たな視点と文化の価値を創造する能力を身

に付けている． 

● ビジュアル・造形力を活かしたコミュニケーションデザインによる企画提

案力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ あらゆる分野に求められる快適で美しいデザイン環境を創り出すため，  

十分な情報分析・構築力及びデザイン基礎力をベースとして，発想・構想力，

課題発見・解決力及び企画提案力を涵養し，グローバルな視点を持って社会

に貢献できる人材育成のために，「ビジュアルデザイン領域」と「造形デザ

イン領域」の２つの領域を置いています． 

 ２ １年次は，多様なデザイン理論や，デザイン基礎科目群を学びます． 

また，プレゼンテーションの基礎となる理論や演習，デザイン発想・表現

の基礎となる演習，実習科目に取り組み総合的に基礎力を養います． 

 ３ ２年次からそれぞれの領域に進み，多様な専門講義科目を学ぶとともに，

さらに充実した演習，実習科目への取り組み，豊かな知識を基にデザイン力

とプレゼンテーション力を養います． 

また，演習などではチーム編成による課題においてコミュニケーション力

も育みます． 

・ ビジュアルデザイン領域では，グラフィック，写真，映像，CG，Web   

など，さまざまな分野を組み合わせたビジュアルデザインを学修するとと

もに，社会に通じるデザインビジネス展開に向けた企画提案を行います． 

・ 造形デザイン領域では，木工，陶磁，染織，印刷など伝統技術に芸術的

視点を意識した新しい発想を組み入れ，さらに立体，空間，メディアを活

かし，生活文化に貢献できる企画提案を行います． 

４ 高年次では，著名デザイナーの特別講義や演習，インターンシップやデザ

イン事務所，企業での学外実習，チームを組んで学内・学外イベントへの出

展など，実社会を体感する機会を多く設け，実社会に通用する力を養います．

４年次では，自ら発見した課題解決のために１年間を通じて卒業研究を履修

します．また，学外で研究成果を発表する場を設定しています． 
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ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 

● 豊かな人間性と美を見極める感性，柔軟で論理的な思考力及び社会に企画

提案できるデザインマネジメント力を身に付けたいと考える学生 

● 新たな時代の社会的ニーズを創造・開拓し，トータルなビジュアルコミュ

ニケーションデザインや，アートとクラフトを融合した生活と文化の価値を

創造したいと考える学生 

● 企画提案力に裏打ちされたコミュニケーション力とデザインスキル，デザ

イン力がいかせる分野で地域社会に貢献したいと考える学生 

 

本学科の専門教育を受けるためには，高等学校で「美術・工芸」に関心を持ち，

「国語」，「外国語」等における基礎学力を身に付け，自然科学や社会科学，歴史

などの幅広い学問に取り組める準備をしておくことが望まれます． 
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Ｂ 大学院ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー 

 
※ 表における表記は次のとおり． 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）：ＤＰ 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）：ＣＰ 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）：ＡＰ 

 

１ 保健福祉学研究科 

教育目標 

保健福祉学研究科は，保健・医療・福祉分野における問題点を提起してそれを

解決し得る研究能力を持つとともに，専門職としての高度な知識・技術を身に付

けることにより，健康で夢の持てる地域社会の実現に貢献し得る人材の育成を目

指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本研究科では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満た
した者に学位を授与します． 
 ● 保健・医療・福祉分野における問題点を発見し，それを理論的に解決でき

る研究能力を身に付けている． 
 ● 高度な知識と技術を備え，豊かな地域社会の実現に向けて指導者，実践者

として活躍できる能力を身に付けている． 
 ● グローバルな視野を持った専門職として国際貢献できる能力を身に付け

ている． 

ＣＰ 

本研究科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成し

ています． 

１ 広い視野に立って精深な学識を授け，専攻分野における研究能力とグロー

バルな視野並びに高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養うための

博士前期課程と，専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い，

又はその他高度に専門的な業務に従事するに必要な研究能力及びその基礎

となる豊かな学識並びにグローバルな視野を養うことを目的とした博士後

期課程（保健福祉科学専攻）を置いています． 

２ 博士前期課程は，看護学の理論と技術を修得する組織的な教育研究を行

い，看護技術やケアシステムに関連した諸問題を解決できる人材を育成する

看護学専攻，栄養学の理論と技術を修得する組織的な教育研究を行い，食品

の機能や臨床栄養などの人の健康に関連した栄養学的な諸問題を解決でき

る人材を育成する栄養学専攻及び保健福祉学の理論と技術を修得する組織

的な教育研究を行い，保健福祉に関連した臨床や政策の諸問題を解決できる

人材を養成する保健福祉学専攻の３専攻を置いています． 

３ 博士後期課程は保健福祉科学専攻からなり，看護・栄養・福祉のそれぞれ

の分野において高度の見識と，より専門的な視点から科学的にアプローチす

る研究を行うための３大講座を置いています． 

４ カリキュラムは，それぞれの専攻のＣＰに従って，講義・演習科目と特別

研究から編成しています． 

ＡＰ 

教育目標から本研究科が求める学生像は次のとおりです． 

● 保健・医療・福祉分野における基本的な問題から応用的な問題を解決し得

る国際的な研究者を目指す学生 

● 豊かな地域社会の実現に向け，官・民・産を問わず教育，研究機関で活躍

する教育者，研究者を目指す学生 

● 高度の知識・技術を身に付けた専門職として，社会において指導的な実践

者を目指す学生 
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１-(1) 看護学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

看護学専攻は，学際的で高い看護の専門的知識と基礎的な研究能力を活かし

て，保健医療福祉分野における課題を解決し，国内外の看護における実践・教育・

研究の場で社会のニーズに応え，貢献できる人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● ヒューマン・ケアリングと科学的根拠に基づく看護実践力を身に付けて  

いる． 

● 看護における現象を科学的根拠に基づいて説明し，課題を提起する能力  

を身に付けている． 

● 国際的・研究的視点を持ち看護の質向上に向けて貢献できる能力を身に  

付けている． 

● 看護のリーダーやスペシャリストとして，国内外で活躍できる能力を身  

に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 看護学の教育・研究に必要な基礎的理論や研究技法及び外国文献の読解  

力を学修する「看護学専攻共通科目」と「基礎看護学」「発達看護学」「広域

看護学」の各専門分野から構成しています． 

２ 幅広く保健医療福祉に共通する３専攻共通科目では，保健福祉学特論，  

災害援助特論・演習や国際コミュニケーション特論等を履修できます． 

３ 「基礎看護学」では，生命科学特論や基礎看護学特論等の講義・演習を  

通して，看護のエビデンス検証や確立を志向します． 

４ 「発達看護学」では，小児・母性・成人・老年期のライフステージ特有の

看護に関する課題を探求し，人々の健康と豊かな人生を支援できる看護  

の方法論やシステム構築に貢献することを目指しています． 

５ 「広域看護学」では，公衆衛生看護学・在宅看護学・国際保健看護特論・

精神保健看護学特論を履修し，生涯を通じた人々の心とからだの健康を  

学際的に探究し，グローバルな視点から根拠に基づく課題解決を図り，看  

護の質向上にむけて先導できることを目指しています． 

６ 「広域看護学」では，修士論文に加えて保健師国家試験受験資格を満た  

す科目を開講し，高度な実践力とリーダーシップを発揮して社会に貢献で  

きる保健師を養成します． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 看護を科学的，論理的に考究し，ヒューマン・ケアリングと科学的根拠に

基づく看護の実践力を身に付けたい学生 

● 専門分野における知識や技術を高めるとともに研究開発能力を身に付け

たい学生 

● 新しいケアの方法やシステム開発を目指す学生 

● グローバルな視点で看護実践と研究を志向するとともに国際貢献をした

い学生 

● 保健師として明確な目的意識を持ち，将来地域においてリーダーとして活

躍したい学生 
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１-(2) 栄養学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

栄養学専攻は，食品の機能や臨床栄養などの人の健康に関連した栄養学的な諸

問題を解決できる優れた専門性を備えるとともに，豊かな創造力と問題解決能力

を身に付け，それぞれの領域で活躍できる人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし
た者に学位を授与します． 
 ● 栄養学領域における理論と技術を身に付けている． 
 ● 人の健康に関連した栄養学的な諸問題を解決するための専門性や研究能

力を身に付けている． 
 ● 栄養学領域における専門的な技術や知識を地域・世界に向けて発信でき   

る能力を身に付けている． 
 ● 栄養士のリーダーとして，国内外で活躍できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

栄養学専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成

しています． 

１ 栄養情報学講座，食デザイン学講座，基礎栄養学講座及び食品栄養学講  

座を置き，教育研究を実施します． 

２ 栄養情報学講座では，情報解析技術を活用したデータ解析法と新しい理  

論構築を基に，近年急速に問題となってきた肥満，糖尿病，脂質異常症を  

はじめとする生活習慣病の予防と治療を目指した教育・研究並びにスポー  

ツ栄養学の教育・研究を行い，栄養学の最先端の分野で活躍できる能力を  

育成します． 

３ 食デザイン学講座では，幼児，児童・生徒，高齢者の栄養指導や調理指  

導，あるいは一般消費者の食生活全般を対象にした食育において，デザイ  

ンや色彩の手法を取り入れて効果を得るための教育・研究を行い，食デザ  

イン学の分野のリーダーとして活躍できる能力を育成します． 

４ 基礎栄養学講座では，一連の生命現象を遺伝子，生体分子，個体，集団  

などのレベルごとに理解し，さらに未知なる理論を展開して発展させる力  

を養うための教育・研究を行い，栄養学の基礎と臨床を結ぶことができる  

能力，並びに栄養学分野の教育・研究機関にて活躍できる能力を育成しま  

す． 

５ 食品栄養学講座では，栄養学を基盤とした天然物化学，酵素化学，分子  

遺伝学的アプローチにより，新規機能性食品成分の発見や新たな機能性食  

品素材の開拓，さらに食中毒の原因解明や予防に基づく食品の安全性の評  

価方法を開発し，健康増進と疾病予防を目標とした安全かつ高機能を有す  

る食品素材の探求を志向した教育・研究を行い，管理栄養士のエキスパー  

トとして食品関連企業，教育研究機関や行政機関において先導的に活躍で  

きる能力を育成します． 

６ 外国人による科目を設定しグローバルな視野を育成します． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 栄養学関連の教育施設で教育・研究に携わることを目指す学生 

● 医療機関や保健福祉施設で治療栄養に携わる専門的管理栄養士を目指す

学生 

● 栄養研究機関や医療栄養関連企業の栄養研究部門で試験・研究に携わるこ

とを目指す学生 

● 自治体などの保健施設で地域栄養活動に携わり，栄養指導などのコーディ

ネータを目指す学生 
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１-(3) 保健福祉学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

保健福祉学専攻は，保健福祉学の理論と技術を修得する組織的な教育研究を行

い，保健福祉に関連した臨床や政策の諸問題を解決できる優れた専門性を備えた

人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 保健福祉領域における高度な知識，理論と技術及び論理性を身に付けて  

いる． 

 ● 保健福祉領域における諸問題を解決するための研究を計画・遂行・発表  

する基礎能力を身に付けている． 

 ● 生涯にわたって自己研鑽する姿勢と習慣を持ち，国内外の新しい問題に  

創造的に対応できる力を身に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 政策科学講座，社会福祉支援学講座及び保健福祉支援学講座を置き，教  

育研究を実施します． 

 ２ 政策科学講座では，社会保障や児童・高齢者・障害者福祉分野等におけ  

る制度，政策行政などに関する理論やデータの分析・評価方法を追求する  

科目を設置しています． 

 ３ 社会福祉支援科学講座では，児童，高齢者，障害者，病者のウェルビー  

イングを達成するための臨床的方法・技術の開発・評価及びそれらの理論  

化を追求する科目を設置しています． 

 ４ 保健福祉支援科学講座では，児童，高齢者，障害者など多様な人々の適  

応行動に関わる心理的・身体的特性の科学的な分析を基礎にした保健福祉  

実践につながる理論と方法を追求する科目を設置しています． 

 ５ 当該講座分野の理論と実践の前進に寄与しうる高度な研究成果を生み  

出すことができるよう，主指導教員を中心としながら段階的・系統的に研  

究指導を行います． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 「やさしさ」，「思いやり」，「人間性」といった豊かな社会性と科学性

を備え，保健福祉領域でのリーダーとして活躍したい学生 

● 保健福祉領域における専門職として明確な目的意識を持ち，高度な知識や

技術及び論理性を基礎にして，科学的方法によって問題の解決に当たりたい

学生 

● 高い挑戦意欲を持って，保健福祉領域の未開拓の領域の研究に情熱を燃や

すことができる学生 

● グローバルな視点での保健福祉実践・研究に興味を持ち，国際貢献を果た

したい学生 
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１-(4) 保健福祉科学専攻（博士後期課程） 

教育目標 

保健福祉科学専攻は，人間の健康問題に関して，生命や栄養，看護・福祉など

各方面からアプローチし，保健福祉科学に係る学問をさらに深化させることによ

り，保健福祉問題の解決策を提案できる高度な見識を備えた各専門職領域の実践

者，指導者，研究者及び教育者の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

  ● 保健福祉科学の学問体系の確立と発展に寄与し，学際的研究を自立して  

展開する能力を身に付けている． 

 ● 自らの得た成果を地域・世界に向けて発表するグローバルな情報収集及  

び発信能力並びに地域・国際社会で活躍できる能力を身に付けている． 

 ● 保健福祉科学の研究に対する理解に基づいた高度な倫理性を持ち，科学  

的基盤に基づいて研究若しくは教育を実践できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 保健福祉に関わる学問をさらに深化させ，看護・栄養・福祉のそれぞれ  

の分野において高度の見識と，より専門的な視点から科学的にアプローチ  

する研究を行うために，本専攻に看護学大講座，栄養学大講座，保健福祉  

学大講座の３大講座を置いています．また，外国人を担当教員とし，英語  

で講義する科目の設定並びに海外協定校との共同研究の実施により，グロ  

ーバル教育を行います． 

 ２ 看護学大講座では，看護実践を通して生じる諸現象やケアそのものを科  

学的に解明していくため，慢性疾患患者やがん患者及びその家族が抱える  

諸問題や，高齢者等のケアニーズに対応する看護システムやケア開発，看  

護の質向上に資する教育・研究を行います．教育課程は基礎看護学，成人  

看護学，小児看護学，母性看護学，地域看護学，精神看護学の各分野の講  

義並びに博士論文指導を中心とした看護学特別研究からなります． 

 ３ 栄養学大講座では，食事に伴う栄養現象を分子生物学的アプローチによ   

り解明し，病気の予防に活かすため，食品中の新規有効成分の解明，食品  

の安全性の追求，慢性疾患における代謝調節系の役割の解明を目指した研  

究を行います．教育課程は分子生物学，栄養科学，食品科学，病原微生物  

学の各分野の講義並びに博士論文指導を中心とした栄養学特別研究から  

なります．また，外国人による科目を設定しグローバルな視野を育成しま  

す． 

 ４ 保健福祉学大講座では，児童，障害者，高齢者を主な対象として，その  

自立支援に関する研究を行います．教育課程は，家族保健福祉学，児童保  

健福祉学，高齢者保健福祉学，障害者保健福祉学，地域保健福祉学，国際  

保健福祉学の各分野の講義並びに博士論文指導を中心とした保健福祉学  

特別研究からなります． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 人間の健康に関する諸問題を解決するために，専門の知識や技術，高度な

学問的見識を修得し，自立して研究できる研究者を目指す学生 

● 地域における保健福祉問題を掘り起こして，その対策を立案して，地域に

おける制度や計画作りに参加できるリーダーシップを持った研究者を目指

す学生 

● 教育機関や企業，各種研究機関において自立して高度な教育研究に取り組

める教育者及び研究者を目指す学生 
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２ 情報系工学研究科 

教育目標 

情報系工学研究科は，情報工学部における学士課程の教育目標の延長線上にそ

の教育目標を置き，情報技術を活用して，人間及び自然との調和を図りながら高

度情報化社会の持続的発展に大いに貢献できるグローバル人材の育成を目指し，

博士前期課程と博士後期課程にそれぞれシステム工学専攻を置いています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本研究科では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満た

した者に学位を授与します． 

● 情報工学とそれに密接に関連する工学について，高度な専門性と技術を身

に付けている． 

● 得られた知識を融合的に活用して，新たな技術開発・理論展開を持って社

会の発展に貢献できる能力を身に付けている． 

● 技術者に求められる高い倫理観，多面的な思考力，それらに培われた実行

力や行動力を備えたうえで，自身の専門分野でリーダーシップを発揮できる

能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本研究科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成し

ています． 

 １ システム工学という専攻名のもと、連携性のある教育・研究体制を敷き、

個々の学生が望む価値の多様性に対応できるよう、選択科目を多く設けてい

ます。 

２ 博士前期課程では、修士の学位を取得することを目的として、情報工学及

びその関連分野である電子情報通信工学、機械情報システム工学、人間情報

システム工学の３つの領域を専攻内に設け、研究分野に応じた教育・研究が

できるようにしています。 

３ 博士後期課程では、博士の学位を取得することを目的として、情報工学及

びその関連分野である電子情報通信工学、機械情報システム工学、人間情報

システム工学の３つの領域を専攻内に設け、研究分野に応じたより深い教

育・研究ができるようにしています。 

４ カリキュラムは、それぞれの課程のカリキュラム・ポリシーに従って、講

義演習科目と特別研究から編成されています。いずれの課程においても教員

による活発な議論と研究指導に加え、研究科として、また他研究科とも協力

してグローバルな幅広い視野と高い応用や研究スキルを涵養します。 

ＡＰ 

教育目標から本研究科が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報処理，情報通信，機械システム，人間工学などの分野において，これ

らに関する理論や技術を深く修得し，急速に発展する高度技術社会に貢献す

ることに情熱を傾けたい学生 

● 現在，情報工学についての知識は十分ではなくとも，今まで培ってきた専

門分野に，情報工学関連技術を取り込み活用・発展させようとの希望を抱い

ている学生 

● 急速に進歩し，変化する産業社会からの多様な要請に応えるべく，既存の

枠組みにとらわれない総合的かつ先端的な技術を修得し，産業社会に貢献し

ようとする学生 
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２-(1) システム工学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

システム工学専攻は，研究者あるいは技術者の立場から，高度情報化社会の中

枢となって産業社会の発展を支えていく人材，幅広い技術的基盤を基に「実シス

テム」の創造的な設計ができる人材，豊かな人間性と倫理観を兼ね備えた人材，

環境変化や産業構造の変化に柔軟に適応できる判断力とコミュニケーション能

力を持つグローバル人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 工学に対する専門的な知識と応用力を身に付けている． 

 ● 現実の複雑かつ困難な問題に柔軟に対処し，解決できる能力を身に付け  

ている． 

 ● 急速に発展する高度な技術社会をリードできる研究能力を身に付けて  

いる． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 情報工学とそれに関連する工学分野の急速な発展に対応できるように、電

子情報通信工学、機械情報システム工学及び人間情報システム工学の３つの

領域を専攻内に設け、学士課程との連続性も踏まえ、教育研究を実施します。 

２ 電子情報通信工学領域では、次世代ICT技術の開発・展開に必要となる情

報処理工学、情報通信工学及び情報電子工学の３分野の専門知識を融合的に

修得し，応用力を身に付けるための科目を設置しています。 

３ 機械情報システム工学領域では、情報工学と機械工学を融合した次世代技

術の開発・展開に必要となるソフトウェアシステム工学、知的インタフェー

スシステム工学及び機械・エネルギーシステム工学の３分野の専門知識を融

合的に修得し，応用力を身に付けるための科目を設置しています。 

４ 人間情報システム工学領域では、人間の生活支援に関する次世代技術の開

発・展開に必要となるインテリジェントシステム、スポーツ・ヒューマンダ

イナミクス及び人間支援工学の３分野の専門知識を融合的に修得し，応用力

を身に付けるための科目を設置しています。 

５ 領域にのみ留まらず複数教員による活発な議論と研究指導により、グロー

バルな幅広い視野と高い応用力を涵養します。 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報工学，電子通信工学，ヒューマン・ロボティクス，機械プロセス・エ

ネルギー工学，人間情報工学等の分野で高度な専門技術者あるいは研究者を

目指す学生 

● 高度情報化社会の発展に，斬新な構想力と実践力を身に付けた技術者とし

て貢献したい学生 

● 専門学術領域を通じて地域産業の振興をリードする意欲のある学生 

 

加速度的に進展する高度情報化社会の中で，産業社会構造の変化に柔軟に対処

し，新しい工学分野を共に創造し，新世紀を切り拓く，若さと夢を持った研究指

向の技術者を目指す学生の挑戦を期待しています． 
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２-(2) システム工学専攻（博士後期課程） 

教育目標 

システム工学専攻は，今後ますます多様化，複雑化する社会からの要請に応え

るべく，公的研究機関のみならず民間企業において，情報系の学術分野を現実課

題の解決に適応できる研究者及び高度専門技術者を養成することを目標に，専門

領域の深化と統合を通じて，新たな問題を発掘し解決する能力を持つグローバル

人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● 工学に対する深い専門的知識と幅広い応用力を身に付けている． 

● 自らの得た成果を地域・世界に向けて発表するグローバルな情報発信能 

力並びに地域・国際社会で活躍できる能力を身に付けている． 

● システム工学の研究に対する理解に基づいた高度な倫理性を持ち，科学 

的基盤に基づいて研究若しくは教育を実践できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 情報工学及びその関連分野である電子情報通信工学、機械情報システム工

学、人間情報システム工学の３つの領域を専攻内に設け、学生は希望する研

究分野に応じていずれかの領域に所属します。 

２ 電子情報通信工学領域では、情報処理工学、情報通信工学、情報電子工学

の３分野を設け、専門領域における先端的研究を実施します。 

３ 機械情報システム工学領域では、ソフトウェアシステム工学、知的インタ

フェースシステム工学、機械・エネルギーシステム工学の３分野を設け、専

門領域における先端的研究を実施します。 

４ 人間情報システム工学領域では、インテリジェントシステム、スポーツ・

ヒューマンダイナミクス、人間支援工学の３分野を設け、専門領域における

先端的研究を実施します。 

５ 所属領域の講義から高度な専門知識を修得するとともに、所属外領域の講

義の履修により知識の展開力を錬成します。 

６ 領域にのみ留まらず複数教員による活発な議論と研究指導により、グロー

バルな幅広い視野と高い研究能力を涵養します。 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報処理，情報通信，システム工学などの分野において，理論や技術を深

く修得し，新たな問題を発見し解決することによって，産業社会に貢献する

ことに情熱を傾ける学生 

● 産業社会の多様な要請に応えるべく，既存の枠組みにとらわれない総合

的・先端的知識や技術を切り開くとともに，企業活動を社会貢献に導くこと

を希求する学生 

 

特色ある３学科を基礎にする岡山県立大学大学院情報系工学研究科において，

自らの専門分野の深化と他分野との複合化・融合化を通じて，自ら問題を発見し

解決できる総合的能力を身に付けることを期待しています． 
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３ デザイン学研究科 

教育目標 

デザイン学研究科は，グローバルな視野と感性を持ち，社会を的確にとらえ時

代の変化を洞察することで，将来予想される問題を優れたデザインの創出により

解決し，豊かで新しい便利な生活と文化に寄与できる人材の育成を目指していま

す． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本研究科では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満た

した者に学位を授与します． 

● デザインに係る十分な情報分析能力及び理論構築力を身に付けている． 

● 独創的で造形性豊かなデザインを発信できる能力を身に付けている． 

● グローバルな視野と感覚を持ち，独自の優れた個性を発揮できるデザイン

制作能力を身に付けている． 

● 高度な専門性とマネジメント力を身に付けている． 

ＣＰ 

本研究科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成し

ています． 

１ グローバルな視野と感性と独創的で造形性豊かなデザインを発信できる

能力を身に付けるために，カリキュラムは，専攻及び領域の連携を図るべく

編成されており，専攻共通科目，領域科目に区分しています． 

２ 専攻共通科目は，両専攻に必要とされる美学・美術史系の科目を中心とし

て編成しており，現代における造形文化を考察し，解明するための視座の獲

得を図ります． 

３ 豊かで新しい便利な生活と文化に寄与できる人材育成のため，領域科目で

は，所属する領域での高度な専門知識，能力，技術を養う科目により編成し

ています． 

４ 各自のテーマに基づき，修士研究を行う上で必要な調査・研究及び作品制

作について深く掘り下げて学び，２年間を通じて，修士論文・修士作品に取

り組みます． 

ＡＰ 

教育目標から本研究科が求める学生像は次のとおりです． 

● 国際的な視野と感覚を持ち，独自の優れた個性を発揮したデザイン制作に

意欲を持つ学生 

● 新しいデザイン領域の開拓やデザイン理論の創出，もの作りに意欲を持つ

学生 

● デザインを通して，人間性を豊かにし，幸せな社会作りに貢献しようとす

る意識を持つ学生 

 



- 242 - 

 

３-(1) デザイン工学専攻（修士課程） 

教育目標 

デザイン工学専攻は，地域社会と産業界の要請に応えられる，高度な専門的知

識・技能・技術をベースにした総合的な思考力を有する高度専門職業人として多

様な価値創造が可能なデザイナー及び研究者の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● それぞれの専門領域に関する十分な情報分析力及びデザイン理論によ  

る構築力を身に付けている． 

 ● 社会動向などを見据えたうえで，創造的かつ造形的なデザインを発信で  

きる能力を身に付けている． 

 ● 高度な専門性を活かし，グローバル化に対応できるマネジメント力を身  

に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 高度専門職業人としてのデザイナー及び研究者に求められるグローバ  

ルな幅広い見識と視点，高度な専門性を涵養するために，「製品・情報デザ

イン学領域」，「建築・都市デザイン学領域」の２つの領域を置いています． 

 ２ 製品・情報デザイン学領域では，工業製品，日常生活品など製品を対象  

として，技術と感性の調和を図り，同時にヒトと製品のスムーズな協働（イ

ンタラクション）のためにユーザインタフェイスなど情報を整理し，豊かな

生活を創造する製品の実践的，総合的な教育研究に取り組みます． 

 ３ 建築・都市デザイン学領域では，人間生活の根幹となる建築空間を基軸  

にして，街づくり，都市や地域環境など広範囲な空間領域を対象として，人

と環境の調和を目指した体系的・総合的な建築教育とともに，各分野を深く

探究する先進的な研究活動に取り組みます． 

 ４ 特別研究は，２年間の研究活動を通じて，高度な研究遂行能力を涵養す  

ることを目的としています．研究テーマは学生の希望と指導教員の助言によ

り設定され，修士論文及び修士作品あるいは研究科委員会で承認を受けた特

定の課題における成果物の作成をします． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 既成概念にとらわれず，個性的で，物事の本質を観ようとする自主性のあ

る学生 

● 豊かな創造力と柔軟な思考力を鍛え，自ら問題を提起し，それぞれの創作

を通して，解決策を示し，社会や人々の生活・文化の向上に貢献したい学生 

● 最新技術と伝統との融合による総合的なデザイン力によって，ヒトと空

間，ヒトとモノ，ヒトとコトの関係性の中から新たな価値を創造し，人々の

生活を豊かで潤いのあるものにしたい学生 
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３-(2) 造形デザイン学専攻（修士課程） 

教育目標 

造形デザイン学専攻は，造形デザイン学の理論と技術を修得する教育研究を行

い新たな造形デザイン構築において諸問題を総合的な視点から解決し，社会に貢

献することのできる高度専門職業人としてのデザイナー及び研究者を育成する

ことを目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● それぞれの専門領域に関する十分な情報分析・構築力及びデザイン理論構

築力を身に付けている． 

● 社会動向などを見据えたうえで，創造的かつ造形的なデザインを発信でき

る能力を身に付けている． 

● 高度な専門性を活かし，グローバル化に対応できるマネジメント力を身に

付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 高度専門職業人としてのデザイナー及び研究者に求められるグローバ  

ルな幅広い見識と視点，高度な専門性を涵養するために，「ビジュアルデザ

イン学領域」，「造形デザイン学領域」の２つの領域を置いています． 

 ２ ビジュアルデザイン学領域では，印刷メディアを主体とした造形構成・  

編集，デジタルメディアを主体としたコンテンツ形成におけるデザイン性，

機能性の向上を目指すための高度な専門知識，能力，技術を養うための科目

を提供します． 

３ 造形デザイン学領域では，生活空間や展示空間などを構成・演出するセ  

ラミックやテキスタイルのデザイン性，機能性の向上を目指すための高度な

専門知識，能力，技術を養うための科目を提供します．さらにテーマに基づ

き必要な調査・分析・研究及び作品制作について探究していきます． 

 ４ 現代における造形文化を考察し，解明するための視座により造形デザイ  

ン理論の構築にも重きを置いています．また，プロジェクト，ゼミナールな

ど領域横断的な授業の取り組みでは，公共機関，企業などに社会提案を行う

ことによってデザインマネジメント力を養っていきます． 

 ５ 特別研究では，２年間にかけて課題に向けて調査・分析・研究を行い，  

修士論文及び修士制作について探求していきます． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 造形や構成などの特性を，柔軟な発想と集積した知識によって分析し，さ

らに独創的な思考力，表現力などを発揮して，新たな造形デザインの価値創

造を目指したい学生 

● 情報化社会のなかで，情報を読み解き，またそれらを組み合わせるなどに

よって新たな課題発見の可能性を探究し，造形デザインによる社会的価値の

創造に結び付けたい学生 

● 社会の動向を注意深く観察する力を養いながら，常に問題意識を持って造

形デザインが担うべき役割を追究し，培った力を社会貢献にいかしたい学生 

 

 

 

 

 



編集後記                          

  

この度,平成 27 年度の教育年報が完成しました.教育年報は,毎年前年度版よりもさらに

充実するように改善を進めております.その様な通常の改善に加えて,今年は年報全体の見

やすさを考慮した大幅な配置の変更もなされました.配置の変更は見やすさのこともあり

ますが,大学の既存組織の再編や組織新設を反映するものでもあります. 

 

昨年度の教育年報は従来通り 2 章構成でしたが,本年度は 3 部構成とし,各部において章

を設けました.第 1 部「学部及び大学院における教育活動」は 4 章構成とし,第 1 章を「学

部と大学院の入学者受入状況」,第 2章を「共通教育部の教育活動と成果」第 3章を「専門

教育における教育活動と成果」,第 4章を「大学院における教育・研究活動と成果」として,

本学の学士課程教育及び大学院の教育活動を見やすくしました.第 2部「教育研究開発機構」

は 3 章構成とし,第 1 章は「大学教育開発センターの活動と成果」,第 2 章は「国際交流セ

ンターの活動と成果」,第 3章は「学術研究推進センターの活動と成果」と 3センターが教

育研究開発機構の下に置かれたことを受けて組み換えを行いました.第 3 部は 1 章構成で

「附属図書館の活動と成果」としています.このように系統的に細分化したことによって,

各組織の活動や成果が従来よりも見やすくなったと考えられます. 

 

第 2部は本学の教育・研究に係る組織の充実を受けて拡大しました.第 1章の「大学教育

開発センターの活動と成果」では,同センターが従来 6 部会構成であったところ,本学が今

年度文部科学省の「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC＋)」に選定されたこと

を受けて,「教育改革ワーキンググループ」を新たに設置しました.また,昨年度は第 1章に

置いた「学生の生活支援」や「学生のキャリア形成支援」を大学教育開発センターの部会

活動のところに移しました.COC+事業は,本学の学生が社会に出て生涯活躍していくために

必要な基礎的能力を地域と連携した教育の中で養おうとするものであり,副専攻「岡山創生

学」を立てカリキュラムを組みました.大学教育開発センターの章で「地域連携教育（COC+）」

として記述しています. 

 

国際交流センターも,その活動が学士課程教育及び大学院における教育・研究との関連で

活発になってきていることを受け,従来第 1章の一部分であったものを第 2部に移して独立

の章にしました.学術研究推進センターは,主に研究費使用におけるコンプライアンスの面

から業務を開始しておりますが,今後機能を拡大することが見込まれます. 

 

附属図書館は 1章構成ながら第 3部として独立させました.これは図書館機能が従来の教

育・研究資料の収集や閲覧が Web情報化されていることに対応するため,専門性が従来に増

して高まっていること,また学生の学修促進に関わる新しい大学の場のあり方が図書館を

起点とするラーニングコモンズとして広がりつつあることも要因となっています. 

 

この様に本年度の教育年報は昨年とはかなり様相を変えておりますが,今後の年報の内

容充実の基礎を構築しているということでご理解いただければ幸いです. 

大学教育開発センター長 田内雅規 

（編集責任者） 


